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売薬業は，古来，富山県の経済を特徴付けるユニークな産業の一つである。富山二代藩主前田
正甫公の勧業K由来し，選ばれたエリートがその業にたづきわり，諸国十て活躍して富山藩の財政
を潤ぼした昔を問わ念V＞としても，斯業の伝統をうけ継いだ明治の先輩のなかから，北陸地方経
済の資本主義形成K力と在った功労者の少左ぐ左かうたととを志れては走ら左V>o金融業界十てが
いて然わまた電力業界(ICi>•V> て然りである。との意味で，富山売薬の史的研究は興味深いもの
であり，かつ価値高きものであると凶わ乏ければ左ら左 V>o事実，幾多の貴重念研究が残され，
Tをた現在もなされている。しかし左がら．本書は，史的考察を捨象して，直裁に薬業界の王た伏分
析に入った。
技術革新が日宣伝され，コンピューター第3世代の今日にな同て，まな中小の百数十社の製薬業
をょうし，伝来の配置方式をもってする売薬業が，わが国薬業界(ICi>・ Viて，どのよう左ウエイト
を占めているのか。否め左 Vi配置家庭薬の斜陽化をいかK して防止するのかっのみ~らず経営の
合理化十てよって積極的？て斯界の発展を図るKは，凶かに対処すべき左のか。われわれは，軽はず
みさと批判や地にっか念＼／＞施策の提害者舎慎を左ければ左ら衣し～卒直十て実状を伝えるととから始め
るのが緊要であると官、う。
久保元彦君は，昭和 34年富山大学経済学部を卒業し現在虚l民金融公庫富山支店に勤務して
いる。在学中は，私のゼミナーノレに所属し，会計学を専攻された。丁度 1年前，久保君が売薬業
代関心をもって＼／＞るととを知九私も北陸経済研究所の一員として調査したいテーマでもあった
ので，共同研究にふみ切った。 総論を私が担当し，各論は久保君が受け持った。主左調査資料
は，久保君の蒐集に負うところ大であるo出所は，利用。都度注記している筈であるo資料を提
供して下さった機関・団体に深〈感謝する次第で;fる。われわれのささやかな「まとめJ(IC対し，
読者諸賢のど叱rFを頂ける左らば幸甚である。
~な富大紛争の最中（＇［あって，充分友調査推蔽ができ左かったとと， 1 た久保君vc i>•V> ても，
勤務後の合間をみての執筆K職場の変更をども伴;:Jって，不備左点のあるととや今日まで脱稿の
遅延したととを探〈な詫び凶たします。
昭和 44年 9月30日
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第 1 編 総 論
富山県医薬品業界の全国民占めるウエイト
第 1 章 都道府県別医薬品の業態数
都道府県別K医薬品の業態数を示すと第1表の通bである。合計数では、東京都が1万4千台
（全国比8.9係〉で最も多〈、ついで北海道の 1万2千（7.5係），大阪府の9千台（5. 6係）
愛知県の8千台（5労），兵庫県の 6千台（4.1係），広島県の 5千台（3. 5係），福岡県・千
葉県の4千5百（2. 8必）が目立つて凶る。富山県は2千5百（1. 5 9ので人口の割合には多凶
方である。をた第2表の示すようK，富山県の薬事関係業態数の全国比では，配置販売業bよび
医薬部外品の製造業がそれぞれ3係強を占め，医薬品の製造業・一般販売業・薬種高販売業がそ
れぞれ 1.5 %をとえているのが，その特色とみられる。しかし，富山県薬業界を代表する配置販
売業の数が意外K少念加のは，薬事法（昭和36年2月1日施行）第30条第I項「配置販売業
の許可は，配置しようとする区域をその区域K含む都道府県どとに，その都道府県知事が，厚生
大臣の定める基準に従い品目を指定して与えるJvてもとづくためと考えられる。昭和 36年末
( 3 5年末）の厚生省調査によると，配置販売業は全国で4,4 7 4 ( 1, 8 7 9），富山県は僅か
26 (18）にすぎ友いo しかし同じ年の配置販売業配置員の数は，全国の 26, 4 4 2人
( 2 4,0 1 3人） vc対し富山県は実vc1 0,3 9 9人（l. 0, 2 2 4人）と半強丘くを占め，次位の
奈良県は 4,49 3人（4, 5 2 5人）である（千葉県99 7人〔 995人〕・滋賀県 809人〔856心
・佐賀県 73 9人〔723人〕。友な第32条（配置従事の届出）第33条（配置従事者の身分証
明書）の規定がある。
ち左みK東京都と大阪府を併せると，製造業の全圃比では，医薬品30%，医薬部外品 39 %. 
医療用具68 % .化粧品63%，毒物劇物 44%であり．輸入販売業にいたっては，それぞれ
8 3労， 84労， 87%, 75%, 90労と高水準十てあるが，反面‘薬種商販売業（1 0 %）特
例販売業（6%）配置販売業（8労）等VCiO＇いて相対的（ 1'.:1まいのが看取される。しかし， Jえ上は
莱態月IJVC数を表わしたにすぎ衣川つさらにさド産・販売の規模等について，つぎに検討し乏ければ
念ら念ぃ。
注 医薬品は，使用者の観点からこれを分類すると，（1）医師が用し、，又は医師の処方せんによ
って薬剤師が調剤するときなど専門家に使ってもらうことを主な目的とするものと＇ (2）一
般人に白分の判断にしたがって使ってもらう，すなわち一規へゐ自己治療に使ってもらうことを主
な目的とするものとの2つの種類に分けることができゐこのうち（2）に当てはまる医薬品杭家庭楽と呼
はれる。し丈コがって家淀楽同毒楽・!lfJ栄一または指定医楽品ではなく，その成分・分量・舟j出・用法・用
量・効能などからみて，医薬品に対する専門的な知識の品、人杭使づてもらえるように作けit＆＼＇栄一品ちある。，
さらに家庭薬は，これをその販売の経路や販売方法から，（1）製造業者から配置販売業者
をへて配置員により需要者に売られるもの，（2）製造業者から卸売業者（問屋〉をへて薬局
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や薬店で需要者に売られるものに分けることができる。（1）に当るものを一般に配置家庭薬
とし、L、，（2）に当るものを一般に本舗家庭薬または店舗家庭薬と呼んでいる（家庭菜読本〉。
数品業態医薬別県府都道第 1表
製造業 i輸販売業入 lI 一般！薬種商it侍 例l配 置f県月lj 計 局販売業 販売業 版売業 販売業
国 15 9,8 0 9 19, 6 7 1 381 21,14 9 7,60 4 14943 77077 18,984 
毎道 11,9 4 3 488 740 294 1,0 94 8,30 8 1,0 19 
森 1,8 5 5 65 125 57 308 929 3 71 
手 2,9 28 81 1 1 7 3 21 244 2,0 6 3 3 91 
3,4 16 250 286 132 96 2,28 5 367 
2,24 7 64 一 125 35 2 72 1,28 4 467 
形 2,1 6 6 5,4 144 63 166 1 339 400 
島 3,5 7 7 12 7 1 249 75 291 2,26 0 57 4 
城 3,9 90 237 318 6 1 2 79 2,56 4 531 
木 1,9 4 3 162 22:3 59 206 876 417 
，馬 2,6 35 205 1 2 64 39 2 57 l 41 7 452 
玉 2447 418 1 515 1 6 5 208 513 627 
業 4,4 82 474 3 593 177 183 2,42 1 631 
尽 14356 3,7 38 189 3,5 92 2,11 8 606 3,24 5 868 
矢 J1 3,3 8 4 759 7 ' 1,0 3 7 335 189 463 594 
潟 1,8 72 15 5: 240 104 363 983 27 
山 2,4 7 3 300 2 190 121 277 971 612 
J 1 1,9 0 2 18 7 185 60 236 744 490 
井 1,9 56 165 1 ' 168 34 15 6, 1,05 4 378 
梨 1,0 63 118 11 7 1 l 210 38 7 220 
野 3,115 337 347 48 393 1,95 4 36 
阜 3,0 7 5 410 1 438 57 2 77 1,84 4 48 
同 3579 571 4 643 158 504 1, 10 5 594 
知 8,0 26 1,579 15 1,490 44 0 648 3,070 784 
重 3,6 51 337 1 34 2 76 397 2,442 561 
賀 2,7 20 156 2 139 4 1 179 1 40 5 798 
者日 3,4 11 596 7 583 165 228 1,29 8 534 
阪 9,015 2,2 7 4 118 2195 905 896 1,7 56 871 
庫 6,50 4 1,00 9 l 8 970 2 14 655 2,901 7 37 
良 1,8 52 304 180 4 18 553 246 
3399 341 1 293 37 2 02 2,49 0; 35 
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都道
???????????????????????????????
j属幸 1,0 6 9 108 IO 1 5 24 I 146 
島 根 2,5 16 111 121 28 212 1,7 7 7 267 
同 山 3 ;31 s 297 314 71 331 1915 390 
広 島 5,6 9 7 363 2 516 14 1 444 3,6 33 598 
l勾 口 3,7 8 7 345 1 358 98 00 2 2,2 98 385 
徳、 島 2,146 210 3 187 44 204 1,2 90 208 
香 J 1 2,1 1 7 224 208 38 20 7 1,2 7 0 170 
愛 媛 1,8 54 180 193 42 234 895 310 
局 知 1,2 7 9 11 3 162 38 114 8 42 10 
ネ高 岡 4,5 2 8 836 1 852 37 7 6 11 1,4 8 6 365 
佐 賀 1,39 9 19 1 1 180 48 22 5 533 221 
長 崎 2,2 6 8 1 :33 250 11 1 209 1241 3 2L1 
買員 本 2,4 2 7 18 5 343 116 29 8 1,0 2 5 460 
大 分 2,7 98 1 7 1 221 5 1 249 1,8 6 4 242 
p尚ι噌 崎 1,0 4 0 57 99 47 2 9 1 298 248 
鹿児 島 2,5 8 4 186 196 68 406 1,2 6 2 ' 465 
昭和 39年末厚生省調査，薬業経済年鑑 19 6 8 
第 2表 全国富山県薬事関係業態数
「＼ 医薬品 医薬部外品製造業輸入薬局 i一般薬種蒔特例 1配置 製造業 R空rdciヰ販売装 販売業販売業販売業販売業
東 尽 3, 738 189 3,592 2,118 606 3,245 868 249 2・ 
大 阪 2,274 118 2,195 905 896 1, 756 871 216 
虐7 山 300 2 190 121 277 971 612 39 B3 
全 自司 19,671 381 21,149 7,604 14,943 7, 077 i 18, 984 1, 128 3: 
百分比 1.52 0.52 0.89 1.59 1.85, 1.26) 3.22 i 346 L__: 
医療用具｜化粧品
｜輸入｜ ｜輸入
製造業！販売菜｜製造業！販売業
749 
470 
107 
35 
? ? ? ? ?
?
? ? ? ?
128 
毒物劇吻
裂謀l日 l販売業l
T乙~空空」 1~2 I 6.l~旦｜
20 24( 611 37171 
_I 1~寸（者：???↑?161 
資料： 昭和 39年末厚生省調査
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第 2 牽 都道府県別医薬品の生産
第3表は，昭和38年・ 39年・ 40年vr;t~ける都道府県別生産額の推移を，生産額と百介比
Vてよって表わしたものである。とれによると第1位の大阪府の生産額は38年以降 1,00 0億をと
え，ついで39年第2位の東京都もこの大台を突破するK凶たった。ち左みK東京都は37年ま
で常に全圏第1イ寸を誇っていたのである。との順位が逆K左った原因どしては，工場の狭小化・
地価の高騰・輸送の渋滞・労働力の不足．その他Kよって東京都内の工場が近県への移転を余儀
左〈されたためである。埼玉・神奈川両県の医薬品生産の飛躍的左増加は， ζのζとを如実に示
している。
したがって京浜地区（東京都・埼玉県・神奈川県）としてみれば，その医薬品生産額がよび全
国比は， 38年 1,28 9億円（37. 8 '/o) ' 3 9年1,63 4億円（3 8. 6 '/o) ' 4 0年 1,8 0 0 
億円（39. 3 % ）と続仰の傾向にある。とれに対し京阪神地区（大阪府・兵庫県・京都府）は，
3 8年 1,4 1 9億円（41. 6 %) ' 3 9年1,7 3 2億円（4 0. 9 % ) ' 4 0年1,7 7 5億円
( 3 8.8 % ）と生産の絶対額はのびているが，比較的にはゆるやか左下降をたどっている。しか
し左がら，両地区で全国生産の 78～80%が生産されて凶るととは注目されてよ凶oそのほか
愛知県を中心とする中京圏（静岡県・岐阜県）の漸進（38年20 6億， 39年48 0 j音、， 40 
年48 5億）を見落すζとはできないであろう（付表 1' 2参照）。
とのよう宏授かにあって．富山県の生産額は. 3 8年42億4千万円・ 39午49億3千8百万
円・ 40年57億2千7百万円で，それらの全国比はそれぞれ， 1.24'/o. 1.17%, 1.25% 
と左っている。さらにとれを第4表「主要府県出医薬品生産額Jvてよって長期的にみれば，順位
vr ;j:,＞いて 30年7位：・ 35年9位・ 40年 11位を占め，生産額tて名、＼／）てそれぞれ 24億円
( 2.7 % ) ' 3 0億円（1. 8億）' 5 7億円（1.25%）と，生産額ζそ伸びているが，その順
位j争よび全国比は頻しし勺下落傾向を示しているのである。
第 3表 都道府県別医桑品生産額推移
H民 府 県 別 生 産 額 （百万円） 百
分 比 （労）
位 3 8年 3 9年 4 0年 38年 3 9年 4 0年
1 大 l反 113,27 4 13 5,179 13 4,51 0 3 3.21 3 1.9 4 2 9.41 
2 東 玉氏 9 6,7 61 10 2,0 7 5 1 0 1,106 2 8.3 7 2 4.12 2 2.09 
3 埼 玉 2 1,4 5 8 41267 5 1,172 6.29 9.7 5 11.18 
4 兵 庫 2 2,8 7 7 31,2 7 3 3 5,8 8 0 6.71 7.39 7.84 
5 神 奈 ）｜ 10,673 2 0,0 6 8 2 7,38 2 :3.13 4.7 4 5.9 8 
6 愛 矢口 1 6,51 7 I 2 0,6 6 4 2 3,62 6 4.84 4.8 8 5.16 
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2.8 4 2.98 3.4 6 
2.4 2 
1.5 4 
1.48 
1.59 
0.92 
1.6 8 
13,0 2 6 
11,0 7 6 
7,0 7 4 
6,0 91 
12,6 0 3 
6285 
6,7 42 
5,5 44 
11,8 0 0 
3,1 49 
5,7 15 
4,2 7 8 
????
7 
?????
8 
9 
1.3 3 
1.25 
1.31 
1.1 7 
1.26 
1.2 4 
1.0 9 1.0 1 0.92 
LO 8 
0.9 2 
1.36 
0.67 
1.4 9 
0.6 1 
5727 
5,0 19 
4938 
4,2 3 7 
3,813 
4,9 38 
4,2 6 3 
5 7 38 
2,8 45 
10 90 
4,240 
3,144 
5,0 8 5 
2,0 8 2 
9 43 
?????
10 
?????
13 
14 
11 
12 
0.8 3 
0.6 5 
0.2 6 
0.67 
0.28 
0.6 2 
0.6 0 
0.4 8 
0.54 
0.6 1 
0.76 
0.5 3 
0.62 
0.95 
0.61 
0.44 
2,9 9 4 
2,7 35 
2,4 7 9 
2,216 
2,8 18 
2,5 82 
3,2 27 
2,121 
20 94 
2,25 5 
v 71 
3,25 2 
2,0 8 6 
1,4 8 7 
?????
15 
?????
18 
16 
17 
19 
0.5 4 
0.3 7 
0.2 9 
0.28 
0.2 8 
0.4 z 
0.35 
0.2 6 
0.28 
0.29 
0.19 
0.26 
0.2 8 
0.24 
0.34 
2,0 48 
1,6 9 7 
1333 
1,2 '17 
1276 
905 
1,4 78 
1,114 
1168 
1,2 20 
814 
881 
9 33 
1,1 60 
782 
818 
??????????
20 
22 
23 
24 
21 
0.2 0 0.23 
0.21 0.25 
0.11 
718 885 846 0.15 
0.10 
0.0 9 
。目09
0.0 8 475 346 352 
0.09 
0.12 
0.22 
o.o 9 
0.11 
442 
136 
364 
485 
310 
385 
?????
歌
海
25 
?????
29 
26 
27 
28 
o.o 9 0.18 4 20 9 37 596 30 
o.o 7 
o.o 5 
0.0 5 
0.0 3 
0.06 
0.0 4 
0.0 5 
0.0 3 
0.0 7 
0.04 
o.o 5 
o.o 3 
o.o 2 
312 
2 44 
223 
124 
2 36 
183 
218 
123 
231 
141 
158 
1 10 
??????????
31 
32 
34 
33 
0.0 2 0.02 11 9 65 60 
0.02 77 80 0.0 2 
0.02 
0.0 2 1 05 
87 
40 
0.0 2 
0.01 
0.03 105 104 
0.01 
0.0 1 0.01 
o.o 1 
0.01 
o.o 1 
71 
69 
41 
53 46 
?????
児
35 
??????
39 
36 
37 
38 
o.o 1 0.01 39 32 
一 7一
32 40 
41 秋 田 13 24 o.o 4 
42 山 梨 10 12 21 
43 宮 崎 3 4 17 
44 a烏 取 5 6 14 一
45 島 根 6 6 12 一
46 尚 知 18 17 10 o.o 1 一
言十 34 1,141 423,2 25 457,6 39 100 100 10 0 
「薬業経済年鑑J1 9 6 8 
第 4表 主要府県別医薬品生産額
（百万円〉
ト＼ 順位 生 産 額 百分比 （¢） 昭30年 35 40 3 0年 3 5年 3 6年 3 0年 3 5年 4 0年
大 ｜波 2 2 1 2 7,8 9 3 5 3,5 14 13 4,5 10 :3 12 30.4 29.4 
東 京 1 1 2 3 0,58 6 6 0,35 1 101106 34.2 34.3 2 2.1 
埼 ゴ三 6 5 3 2,44 7 5,14 2 51,172 2.7 2.9 11.2 
兵 庫 5 3 4 3,56 9 12,6 6 6 3 5,8 80 4.0 7.2 7.8 
神奈川 3 6 5 3,72 5 4,211 27,382 4.2 2.4 6.0 
悪 長日 4 4 6 3,57 5 7,996 2 3,6 26 4.0 4.5 5.2 
山 口 11 10 7 1,27 8 2,461 13,0 26 1.4 1.4 2.8 
静 同 12 12 8 1,1 91 2,0 72 11,0 7 6 1.3 1.2 2.4 
京 者日 8 7 9 1,80 0 3,7 48 7,0 7 4 2.0 2.1 1.5 
福 同 14 14 10 859 1,941 6,091 LO 1.1 1.3 
富 山 7 9 11 2,400 3,081 5,7 27 . 2.7 1.8 1.3 
佐 賀 10 11 12 1,2 23 2,0 77 5,019 1.4 1.2 1.1 
徳 島 17 13 13 708 2,0 65 4,9381' 0.8 1.2 1.1 
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以上とは逆K，富山県の医薬品製造所数が，全国の都道府県別 VC::J;,~V> てつねに第 3位にあるこ
と（第5表参照），またその常用労働者数が38年3位， 39年3位司 40年4位と極めて上位
にあるとと（第6表参照）は，本県薬業界の生主主規模，労働の生産性等にかんがみて，憂慮すべ
き状態Kある ζとを暗示しているのでは念かろうか。第7表は医薬品工業に名、ける労働規模別の
製造所数・常用労働者数bよぴ後者の百分比（月平均〉を表わしている。念恥｛医薬品工業労働
種類別・性別常用労働者数（月平均）」 （付表3) :J;,~ よび「医薬品工業総生産労働者数」 （付表
4）参照。
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第 5表 医薬品工業府県別製造所数 第6表医薬品工業府県別常用労働者数
( 5 0社以上〉 ( 2,00 0人以上〉
~ 38年 3 .g年 4 0年 4 1年 ト＼ 3 8年 3 9年 4 0年
全国 2,542 2,53 5 2,31 7 2,421 全 国 7 7,36 7A 8 0,9 0 5人 81,3 92) 
東京 57 6 560 482 516 大 阪 19,801 2 0,139 2 0,5 9 4 
大阪 350 346 28 6 298 東 尽 19,688 19,2 90 1 7,319 
富山 190 187 1 72 180 埼 玉 2,598 4260 5,2 75 
奈良 15 4 156 150 146 富 山 4,595 4,724 4,69 4 
神奈川 107 111 100 111 得奈川 2,845 3,136 3,684 
愛知 101 100 99 101 兵 庫 3,27 5 3,519 3,634 
兵庫 92 96 77 92 愛 失1日 3,092 3.177 3,4 30 
京都 77 75 82 84 山 口 1,981 2,113 2,4 51 
埼玉 47 52 62 71 静 岡 1.403 1,6 69 2,020 
福岡 68 67 58 60 
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第7表 医薬品工業労働規模別製造所数および常用労働者数（月平均〉
3 8年 3 9年 4 0年（注）
労働規模別
製造所数 労働者数 鴨 製造所数 労働者数 % 製造所数 労働者数 % 
0～9人 1,593 6,52 5 8.5 1,580 6,489 8.0 1,435 6,049 7.4 
10～49 698 14,9 3 6 19.3 700 14,58 3 18.0 636 14,3 7 8 1 7.7
50～99 113 8,0 9 2 1 0.4 118 8.4 7 5 10.5 107 8,16 1 10.0 
10 0～499 115 22,79 5 29.5 115 2 4,7 0 2 30.5 115 2 4,9 91 3 0.7 
500～999 13 8,35 7 10.8 11 7,285 9.0 13 8.40 4 10.3 
1,0 00人以上 10 16,6 61 21.5 12 19,37 1 2 3.9 11 19,40 8 23.8 
計 2,542 7 7,3 6 7 1 o o I2,311 81,3 9 2 100 
「薬業経済年鑑」 19 6 8 
注 38' 39年はパノレクを含むが， 40年は最終製品のみ
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イ寸表1 医薬品の製造所数，従業労働者数9最終製品生産・出荷・金額および
医薬部外品の生産・出荷金額
昭和38年
医 薬 品 医薬部外品
都道府県 製造所数 常用労働 臨時嫌b者 最 終 製 品
生荷金額 出荷金額
(1カ月平均） 者 数 数＠毛人司 生産金額 出荷金額
千円 千円 千円 千円
全 国 2,5 35 9 7 0,8 53 1,229,64 9 423, 224,856 424,148,824 27,007,8 9 2 6,911,510 
北海道 35 4115 730 36 3,7 33 3 5 1,0 61 1,4 44 1,2 0 0 
青 森 5 539 3 31,88 6 3 3,5 6 9 1,69 8 1,6 98 
宅cw王 手 3 6 93 2 5,7 65 9 3 6,5 84 933,987 一
J宮 城 16 1,6 7 7 569 217,752 215,62 7 1 7,114 15,7 9 8 
秋 回 8 624 211 12,607 12,87 6 2 9,8 7 6 2 9,76 1 
山 形 13 4195 187 58 1,11 4,31 3 1,105,943 18,0 0 2 18027 
半面 島 1 9 31,455 12,29 4 2,25 5,411 2,12 7,3 22 80,42 0 8 6,79 3 
茨 城 1 7 962 501 4 1,36 0 4 0,0 69 30120 2 4,3 2 4 
栃 木 18 1,713 5765 34 6,25 7 3 3 0,9 50 7 0,9 9 5 7 0,48 4 
群 ，馬 1 3 941 1,68 3 6 4,6 88 6 4,5 03 2 0,2 4 4 2 0,6 7 6 
埼 玉 52 51,119 120,276 41,2 6 7,2 4 8 38,0 3 0,5 70 1216625 1, 10 3,0 16 
千 葉 42 11,780 14,880 2,8 4 4,9 9 7 2,80 3,4 99 9 9,0 5 5 106,9 3 3 
東 尽 560 i231,478 44 3,2 5 3 102ρ74, 504 106,4 51, 96 0 7,7 68,47 5 7,7 5 7,11 0 
神奈川 111 ! 3 7,6 3 3 6 4,75 3 20,0 6 7,7 2 3 19,735,986 759579 79 0,4 0 1 
新 潟 18 3,4 6 6 1 6,762 814,396 7 13,58 5 1 29 1 1,2 6 4 
富 山 187 56685 4 5,64 5 4,9 3 7,8 6 0 4,8 7 8,2 43 7 9,4 2 5 7 9,07 3 
i石 ）｜ 1 7 2,0 11 3 82 2 3 6,3 0 8 23 6,5 7 3 58 7 600 
名高 井 13 3,4 46 4,6 36 1,4 7 8,4 5 9 1497834 191 204 
山 梨 14 996 3 11,6 6 6 1 ,84 0 308 395 
！長 野 38 7,918 21,24 1 2,817,819 2,7 6 2,8 3 5 2 5,5 5 6 2 6,09 6 
l岐 阜 27 6,284 10,233 1,089,681 1,0 8 6,20 0 7,2 5 7 7,4 4 7 
静 岡 49 2 0,0 3 2 4 1,4491 6,28 4,6 20 I 6,09 8,5 70 9 4 9, 7 9 6 I 8 8 ,3 4 6 
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愛 知 100 3 8,12 4 6,12 3 …J 8 ,0 8SI 7 6 0 2 i 7 7 4,5 48 
一 重 28 3,5 6 0 8,46 8 4 8 4,81 4 4 7 3,9 4 5 
滋 賀 41 1 5,04 7 13,06 5 2 5 8 2 2 7 1 2 5 9 2 2 0 41 67 76 2 I71164 
;J!, 者日 75 14904 2 2,0 8 2 674160616,7587361224,9601 224051 
大 阪 346 2 41,6 6 2 209,179 135,179,145 136,242,168 5,559,302 5,538,843 
兵 庫 96 4 2,2 2 5 46101 31,2 7 3.28 6131,0 70.20 612,338,317 I 2.32 7,925 
"f 之 良 156 7γ771,12711.730,8691…I 3 6,7 42 
和歌山 50 8,24 4 8,119 884,8261 868,505j5,282,333l 5,480,815 
j烏 取 8 389 10 6,27 2 6,4 2 3 8,2 6 0 7,92 3 
島 根 8 298 14 6,251 6,4 3 5 2,064 2,490 
同 山 1 7 1,65 3 438 5 2,51 5 52,1 0 9 86,539 70751 
広 島 50 10,99 0 4,50 4 3,2 2 6,71 4 3,221,9 3 9 1,2 9 4,6 4 'l 1,183,230 
山 口 12 2 5,3 5 4 3,838 12,602,738 12,6 0 4,4 5 1 .,6 35 688 
徳 島 26 14,90 3 65 5,7 38,2 6 8 5,7 5 9,6 9 7 s,319 I 5,2 9 3 
香 j 1 22 6,30 9 3,4 6 1 1,1 6 8,12 1 1,194,750 2 8,8 31 28 3 7 7 
愛 媛 8 1,16 5 14 0 103,5 4 6 104,7 34 2 5,8 7 5 2 5,79 0 
局 失日 8 371 53 16,69 5 19,14 1 1,6 49 1,9 8 9 
名画 同 67 21,2 5 7 19,37 5 5,5 4 3,6 35 5,3 9 4,2 9 3 6 5,8 30 62,82 5 
賀 32 13,0 4 7 2 2,6 7 8 I ".,26 2,8 9 3 4,133,6 0 7 1,6 43 1,6 4 7 
長 崎 1 7 1,9 8 6 13 9 12 3,0 81 122,2 5 9 11, 1 4 7 14779 
責員 本 36 8,2 2 0 3,29 8 1,219,88 2 131 7,51 9 2,414 2,36 7 
大 分 19 2,10 2 10 8 18 2,6 8 4 182,8 4 8 5,896 6119 
宮 崎 8 26 3 5 3 4,16 3 4,0 6 0 
鹿児島 30 2,11 5 11 7 0 7 6,6 3 9 7 7,2 3 6 I l 3,7 78 I 13,508 
厚生省大臣官房統計謁査部「厚生統計年報j昭和 39年
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附表2 医薬品製品別生産額（昭和31～4 1年）
ピタミ 中枢押 抗生物初 ftHZJ消化器 循環器外皮用 滋養強 ホ Jレ末檎神 化学療呼吸器
年次 総額 経系用 代謝性 壮変質 経系用
ン剤薬 質製剤医薬品 官用薬 官用薬 薬 斉り モン剤 斉！J 法剤官用薬
31年 103767 11895 9680 12193 3512 9106 3815 14880 3696 3354 1463 7545 2733 
35 176012 29205 15933 17224 8272 14906 6909 21198 7896 6566 2755 9799 4240 
36 218075 39144 21699 22010 8534 17169 9251 24090 13030 8586 3703 9984 5857' 
37 265596 55297 24552 28224 13553 19629 10445 24998 11410 9920 4700 11070 5555 
38 341141 77963 29741 36019 21936 27808 14285 25630 19470 11502 6237 12374 5966 
39 423225 93617 38145 52247 2 7613 32857 19370 28338 23824 13241 9737 12701 6858 
40 45 7639 8 3835 61520 58554 「一5100 29368 25605 13375 9310 
4 1 507108 90512 65103 64506 4 5068 43752 33920 32019 22658 14911 13349 11716 11535 
附表3 医薬品工業労働種類別・性別常用労働者数（月平均）
〔人）
常用労働者数
3 8年 3 9年 4 0年
労働者数 吸 労働者数 % 労働者数 領
男 3 8,79 9 5 0.1 4 1,0 8 9 50.S 4 0,81 7 5 0.1 
女 3 8,5 6 8 49.9 3 9,8 16 49.2 4 0,5 7 5 49.9 
計 11,:rn 7 100 8 0,90 5 100 81,392 100 
生 産 労 傍j 者 5 4,281 7 0.2 5 6,4 4 9 6 9.8 
l 管理事務及び技術労働者 2 3,08 6 29.8 2 4,45 6 3 0.2 一
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附表4 医薬品工業総生産労働者数
L人）
労働者 労働者内沢 B 
総数（ム） J常 用 臨日〉時 （臥CB員）125 A 
昭和 3 8 年 8 2,0 30 7 7,3 6 7 4,66 3 5.68% 
3 9年 8 5,0 0 4 8 0,9 0 5 4,0 9 9 4.82 
4 0年 8 4,8 2 0 81,39 2 3,42 8 4.0 4 
［薬業経済年鑑」 19 6 8 
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（単位： 10 0万円）
生吻学公衆衛感覚器 血液・ 泌尿生 ア＼／JV=平
その他診断用 寄生働 調斉！J用細胞賦 アルカ 腫場用 その治療
体液用殖器官
的をと主し目1.t 
ロイド の旺門用
的製剤 生用薬官用薬 薬 薬 一用薬 し勢話ロ 薬 物用薬 薬 活用薬系麻薬 薬 他
2078 6612 1720 813 1202 2524 764 335 2141 714 286 565 59 82 
3738 9280 3098 1328 2137 5510 865 644 1729 1013 1005 557 162 43 
6525 6453 3599 1507 2443 7466 877 655 1939 1163 1437 678 236 45 
8154 4894 3828 1716 2756 17405 698 838 1930 1416 1486 744 347 31 
8878 4268 4869 2264 3833 19545 900 1058 2201 1385 1892 675 410 32 
8450 5338 8230 3329 4716 24735 820 1491 2067 1490 2286 650 1029 46 
9857 8111 8953 4893 5587 5778 1449 1581 2106 1448 551 700 508 122 
11435 9附 I7906 7008 6007 5421 2123 2065 1993 1677 1287 610 435 1541 
資料： 厚生省「薬事工業生産動態統計年報」
第 3 章 都道府県別医薬品の流通
第 1 節 医薬品卸売業
統計は少し古いが，医薬品卸売業の販売額必よび在庫額を第8表についてみると，東京都bよび
大阪府は，それぞれ関東・関西の取引基地として，医薬品の全面販売網の2大拠点を形成し前
者は 1,03 8億 7千万円で全正量販売額の 26. 3 % （在庫頒は 10 4憶 8千万円で 18. 6係），後
者は 71 8億丹で 18. 2 % （在庫額は 60倍、 6千万円で 10.8係）を占めている。富山県は販売
額VC:t~凶て 5 4億 7千万円（全国比 1.4労）在庫額になM て6億8千万円（全国比 1.2 % ）と在
っている。富山泉内では，富山市が約 70%で全県を掌握し， i吉岡市が 10労台でとれを補充す
る関係tてある。
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第 8表 府県別販売比率（医薬品卸売業〉
（昭37年）
主要府県別 年間販売額 全国上ヒ 商品手持額 全国比
言十 3,948.1億円 10 0 労 5 6 3.3億円 10 0係
1. 東 王R 1, 0 3 8.7 26.3 1 0 4.8 18.6 
2. 大 阪 7 1 8.0 18.2 6 0.6 10.8 
3. ネ匡 間 3 1 5.2 8.0 4 2.0 7.5 
4. 愛 知 2 8 5.6 7.2 3 3. 1 5.9 
5. 北 海 道 2 1 3.9 5.4 3 3. 7 6.0 
6 兵 庫 9 6.6 2.4 1 4. 7 2.6 
7. 広 島 9 6. 1 2.4 1 8.5 3.3 
8 京 者日 7 5.0 1.9 1 3.4 2.4 
9. 宮 城 7 1. 9 1.8 1 3.4 2.4 
1 o. 神 1方2丈之 J 1 6 4. 3 1.6 1 0.0 1.8 
1 1. 新 潟 6 0. 8 1.5 1 2. 7 2.3 
12. 富 山 5 4. 7 1.4 6. 8 1.2 
1 3，静 岡 5 0. 8 1.3 1 0.4 1.8 
1 4. 熊 本 4 0. 7 1.0 9. 6 1.7 
1 5. 岡 山 4 0. 3 1.0 7.2 1.3 
1 6. 山 ［コ 3 7. 4 0.9 9. 1 1.6 
1 7. 石 J 1 3 5.2 0.9 6.3 1.1 
18. 岐 阜 3 4.5 0.9 7. 1 1.3 
1 9. 長 崎 3 4.1 0.9 1 2. 1 2.1 
2 0. 三 重 3 2.3 0.8 5. 7 1.0 
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第9表は，医薬品卸売業の規模別店舗数（5 0店舗以上）を府県男IJ(IL示したものである。全国
2,8 9 1の卸売店舗のうち， 1 0 0店をζえるのは，東京（42 8店），大阪（32 0店），愛知
(1 8 8店），福岡（1 3 7店），北海道 (13 5店ト富山（1 0 4店）の 6都府県である。 50
人以上の大型店舗は，全国で26 7店あるが，うち東京都55店，大阪府49店，福岡県23 J,5, 
愛知県 17店，北海道 17店が主左ものである。富山県は 5I苫を数えるにすぎない。しかも 1～
2人（2 7店） 3～4人（27店） 5～9人（26店）の小型店舗が大半を占めて回るのが目立
っている。とのことは付表8(ILよって昭和41年をとってみても， 10 7店の内訳が， I～2人
( 2 1店） 3～4人（28店） 5～9人（21店） 1 0～1 9人（ 1 1店） 2 0～29人（3店）
3 0～4 9人（ 3店） 5 0～9 9人（2店） l 0 0人以上（2店）となってMて，依然、として大
規模店舗は少左ぃ。
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第 9表 主要府県・医薬品卸売業の規模別店舗数
（昭 37年50店以上）
J願 主 要 言十 1～2人 3～4人 5～9人 10～19 20～29 30～49 50～99 100人
位 府県別 以上
全 国 2,891 241 412 8 09 658 268 236 191 76 
1 東 京 428 20 52 107 109 48 37 33 22 
2 大 阪 320 31 48 79 60 26 27 28 21 
3 愛 知 18 8 18 24 54 45 20 1 0 13 4 
4 福 岡 137 6 8 32 30 20 18 15 8 
5 北海道 135 5 10 34 34 15 20 13 4 
6 寓 山 104 27 27 26 15 2 2 5 一
7 広 島 85 8 12 20 22 7 9 6 1 
8 兵 摩 66 8 12 18 13 5 2 5 3 
9 長 野 60 6 12 18 14 5 2 3 一
1 0 新 潟 60 4 1 2 16 15 6 4 2 1 
11 静 岡 57 5 7 16 12 5 9 3 
12 重 57 3 10 19 14 5 5 1 一
13 山 口 56 3 11 18 14 5 2 3 一
14 京 者自 55 8 9 18 6 4 3 4 3 
15 宮 城 52 2 4 11 21 5 5 3 1 
16 岡 山 52 3 7 21 9 6 5 1 
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第 2 節 医薬品小売業
つぎK医薬品小売業の 1店平均売上は， 41 4万円，月平均34万円（1日1万4千円台）で
ある。第10表によると，最高は，東京都・神奈川県の月額52万円（1日2万1千円台）で，
京都府の 51万円（1日2万1千円台〉，大阪府の 45万円 (1日1万8千円台），北海道の43
万円（1日1百8千円台）左どがつづ凶てM る。低＼／＞のは，佐賀県の 15万円（1日6千円台）
徳島県の 16 Jt円（1日6千円台〉である。富山県は愛媛県とともに25万円（1日1万円）で
中位以下である。地域的格差の実状を示すものとして参考までVてかかげた。
また医薬品イ、長業の 1日平均客数を，立地場所別にみれば，繁華街で22 9人〈平均従業者数
6人），商店街で78人（3人）その他で49人（3人）平均53人（3人）を念つてなb司 ζ
れを店舗規模別にみれば， (1～2人）の規模で39人（平均従業者数2人）， ( 3～4人）の規模で69人
(3人）， (5～9人）の規模で 10 9人（6人）， ( 1 0～1 9人）の規摸で20 8人（13 
人〉， (2 0～2 9人）の規模で25 8人（22人） . 3 0人以上の規模で30 0人（5 6人）
と念っている（「中小商業基本調査報告書J1 9 5 9年）。さらに医薬品の小売販売価格の決定
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方法として，販売価格維持契約Kよるもの 5%，メーカーか安！輔の指示Kよるもの 62.8 %，同
業者聞の協定κよるもの 19.8 %，自店できめるもの 12.4 %と在っている（通産省企業局商務
課「わが国商業の実態参考資料（その 2）」 19 5 9）。なな付表 5; 6, 7, 8参照。
第 10表 医薬品小売業府県別 1店平均売上額
（昭 37) 
月 間 平 均
府 県 汚H販 雪量r 額'.713 
5 2万円台 ( 2 1千円） 東京，神奈川
5 1 / (21 //) 京都
4 5 砂 ( 1 8ク） 大阪
4 3 。 ( 1 8 / ) 北海道
40 // ( 1 6ク） 埼玉
3 9 砂 (1 6 //) 千葉
3 8 4砂 (16//) 兵庫
3 6 / (15//) 群馬，新潟
3 4 4歩 ( 1 4ク〉 全国平均
3 3 4シ ( 1 3ク〉 宮城，栃木
3 2 / ( 1 3ク） 静岡
3 0 / ( 1 2ク） 秋田，福島，茨城
2 9 /' ( 1 2 /' ) 山形，愛知
28 / ( 1 2ク） 青森，山梨，長野，岐阜，福岡
27 今 ( 1 1 /' ) 岩手
2 6 /' ( 1 1ク） 福井
2 5 / ( 1 0 /' ) 富山，愛媛
2 4 // (10//) 和歌山，大分
2 3 /'/ (10//) 長崎
2 2 4少 9ク） 石川，奈良，熊本，鹿児島
2 1 。 8 /') 三重，高知
2 0 。 8ク） 滋賀，香川
:i 9 今 8 /') 岡山，山口
1 8 / 8ク〉 広島
1 7 4シ 7 /') 鳥取，島根，宮崎
1 6 。 6ク〉 徳島
1 5 。 6 /') 佐賀
「薬業経済年鑑J1 9 6 8 
注 （ 〉内は平均 1日の売上高（月額÷25日〉
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第 3 節 医薬品輸出
眼を転じて，富山県医薬品輸出額の推移Kついて簡単Kふれてなとう。第11表によれば，総
額VC:i>'V>て昭和35年1億2千万円（全国比1.87%）であったものが， 37年2億2千7百万
円（2.3 1 % ) • 3 9年5億9千9百万伺（5.43労） ' 4 0年8億2千6百万円（6. 3 9 % ) ' 
4 1年9億6千8否万円（7.2 0 %）と倍増を示し，全国比tてないても着実在伸びをみせている。
しかし，その内訳をみると，原料医薬品の輸出額K占める割合が年々高〈さとり（41.3弘 57.5%
8 2. 3 % , 8 2. 4 %ザ 84.6係），その増加率は極めて顕著であるのK対して，家庭薬の輸出額
はわずか念増加を示しているにすぎない。参考までK家庭薬K限定してその輸出額を地域5.JIJVC示
せば，付表 9のどと〈在る。
さらK富山県の輸出額を全国のそれと対照して，輸出先州別K表示したものが第12表である。
第 11表 全国富山県医薬品輸出額の推移
（単位百万円）
一一一一一一一 3 5年 3 7年 3 9年 4 0年 4 1年家 庭 薬 70 96 106 145 149 
富山 原料医薬 50 131 493 6 81 819 
計 120 227 599 826 968 
全 国 6,45 7 9,834 11,03 4 12,921 13,444 
百 分 比 1.8 7 2.a1 5.4 3 6.39 7.20 
資料： 薬業経済年鑑19 6 8，富山県薬務課
第 12表 全国富山県庭薬品輸出額の比較
（単位百万円）
3 5年 3 7年 3 9年 4 0年 4 1年
リi }jlj 
全国 富山 全国 富山 全国 富山 全国 富山 全圏 富山
アジア州 3,914 5,5 66 115 5,916 112 6,413 148 6,55 5 128 
ヨーロッパ洲 1,07 4 1,90 2 46 2,103 234 2,9 95 430 2,902 524 
アメリカ州 1,3 29 1,9 6 5 18 2,412 155 2,623 56 3,10 6 233 
アフリカ州 69 233 12 1 30 23 226 34 190 28 
大 洋 di 44 122 164 163 166 一
そ の 他 28 47 36 309 76 501 158 525 55 
言十 6,45 7 120 9,835 227 11,034 599 12,921 826 13,444 968 
資料： 薬業経済年鑑19 6 8，富山県薬務課，富山県統計年鑑
一－11－ー
付表5 全国宮山県医薬品卸売業商店数・月間および年間販売韻・商品手持額
（昭和37年6月）
＼＼＼＼、 百五 ）苫 数 月間販売額 年間販売額 商品手持額
富 山 104 4 8,7 40万円 5 4 7,14 8:7円 6 8,2 6 4万円
全 国 2,8 91 3,7 6 5,6 5 9 3 9,481,3 5 0 5,6 32,9 62 
百分比 i 3.6 0 1.0 3 1.39 1.21 
資料： 薬業経済年鑑 19 6 8 
イ寸表6 全国富山県医薬品小売業商店数・月間および年間娠売客員・商品手持頭
（昭和 37年6月）
r奇 店 数 月間販売額 年間販売額 商品手持額
～～、
，昆三p 山 365 8,8 65万円 111,579万円 2 8,1 91万円
全 同 3 3,0 6 5 1,209,178 13, 7 0 1.4 3 6 3,222,302 
百介比 1.1 0 0.70 0.89 0.8 7 
資料： 薬業経済年鑑19 6 8 
付表7 府県別販売比率（医薬品小売業）
（昭和 37年）
主要府県別 年 H問販売額 全 i通 上七 商品手持額 全 己五 比
1, 3 7 0.1億円 10 0 % 3 2 2.2億円 10 0 労
1 2 7 4.4 2 0.3 5 9. 0 18.3 
2 大 阪 1 4 2.8 1 0.4 2 9. 5 9.2 
3 北海道 8 1. 8 6.0 2 2‘O 6.8 
4 神奈川 7 3.1 5.3 1 7.0 5.3 
5 ヲを 矢口 6 9：争7 5.1 1 5. 6 4.9 
6 兵 庫 6 9. 4 5.1 1 6.6 5.2 
7 尽 者日 5 0. 9 3.7 8.9 2.B 
8 午邑 岡 4 7.6 3.5 1 1.8 3.7 
9 静 同 3 9. 6 2.9 1 0. 6 3.3 
10 千 葉 3 3.8 2.5 8.2 2.5 
11 埼 玉 3 2.4 2.4 7.5 2.3 
12 新 潟 2 3. 2 1.7 5. 7 1.8 
13 岐 阜 2 2. 5 1.6 5.8 1.8 
14 長 野 2 2. 1 1.6 6. 1 1.9 
15 広 島 2 0. 1 1.5 5.9 1.8 
16 群 ，罵 1 9. 2 1.4 4.7 1.5 
一『18一
17 茨 城 1 8.4 1.3 4.9 1.5 
18 貧民 本 1 7. 6 1.3 5.2 1.6 
19 ネ高 島 1 6. 8 1.2 4.4 1.4 
20 重 1 6.4 1.2 4.4 1.4 
21 宮 城 1 6.2 1.2 4.0 1.2 
22 栃 木 1 5. 7 1.1 3.9 1.2 
23 長 崎 1 5. 1 1.1 4.4 1.4 
24 鹿児島 1 5.0 1.1 3. 7 1.1 
25 山 口 1 4.3 1.0 4.4 1.4 
26 大 分 1 3.5 1.0 3.8 1.2 
27 秋 田 1 3.3 1.0 3.9 1.2 
28 f同 山 1 3.2 1.0 4.2 1.3 
29 愛 媛 1 2.8 0.9 3.9 1.2 
30 和歌山 1 2.3 0.9 3.2 1.0 
31 青 森 1 1. 4 0.8 3. 7 1.1 
32 高 山 1 1. 2 0.8 2.8 0.9 
資半；1.: 薬業経済年鑑 19 6 8 
付表8 富山県医薬品卸売業・小売業：法人個人別，規模別店舗数9 従業者数，商品販売額
商品手持額
「＼ 常時従業者規模別 ｜ 従業者数 ｜商品販売額 商品商店数 1～ 3～ 5～10～20～30～S』 100)1事業圭品 臨時月間 年間 手持額2人 4人 9人間人 29人49人 9.人以上棚鎮 日雇（6月分）
H台本H法人 57 8 14 16 11 2 1 5 97 650 21 43,946 490,576 67,295 
安H
37年 個人 44 19 13 7 4 1 94 127 11 7,246 60,500 9,885 
法人 65 12 14 17 9 8 
7古r: 39年
1 3 1 155 809 5 538,243 5,777,035 1040973 
個人 38 13 12 8 4 1 79 135 7 64,406 784,894 1331)52 
法人 72 
業 4 1年 21 28 21 11 3 3 2 2 209 1,173 13 106,812 1;222,090 181, 315 
1同人 35 
37年
法人 25 3 8 11 2 1 一I-I 55 98 5 2,374 30,304 4,044 
個人 348 284 57 7 648 38 9 7,245 88,903 24,119 
法人 20 8 5 4 2 
τY士E二r39年
1 36 112 5 21,899 273,529 57,018 
個人 341 280 50 ll 647 41 13 8自，6691081,971 316,187 
十→ーー一
法人 25 
業 41年 286 76 14 4 717 148 46 14,635 165, 141 48,197 
1国ノ、 355 
資料： 富山県商業統計調査結果表
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付表9 家庭菜輸出状況
＼～～＼～ 3 7年 3 8年 3 9年 4 0年 4 1年
北 米 一千円 313千円 278千F 29 7千円 106千円
南 米 一 1,24 0 
欧 州1 279 210 
」口品、 湾 10,8 2 7 1,2 1 0 10,64 8 2 0,7 2 7 2 2,0 2 8 
琉 球 2 8,183 3 0.4 3 7 26643 4 1,97 5 45,7 61 
香 港 4,344 4,13 3 7,36 2 11,2 9 6 19,9 5 8 
中 近 東 2,9 85 3 7 32 7,4 29 2,50 0 2;4 7 4 
東南アジア 41293 4 7,5 71 5 3,9 8 8 6 6,95 1 4 6,9 6 3 
そ の 他 8,5 1 7 330 11,8 2 6 
言十 9 6,4 2 8 8 7 396 106,3 48 145,316 14 9,3 2 6 
富山県統計年鑑
第 4 節 国民医療と配置売薬
昭和 39年 10月tてなける国民傷病の状況を第13表Kついてみると，傷病Vてかかって，何ら
かの治療処置をしているものは全体の 98%で，残bの1.8婦は何の処置もして＼／＞1.i: ¥/> 0 前者は
さらに治療方法Jlj(IC分けられて，医師・歯科医師Kよるもの併せて 55. 6係，買薬依存は39. 9 
1 ヲ6と在っている。配置買薬は 11. 3婦で，買薬総数の－・l!Ci祷た念い。しかもとれを過去K遡って，
3 
そのすう勢をみると，昭和32年を頂点（20. 3労）として下降線Kあることがわかる。しかし
10%は確保されて凶くようである。
つぎK第 14表によって届民傷病の状況を世帯種別Vてみると，被保護世帯では，医師にかかる
割合が71.3 %と他の世帯よりも極めて；告し逆K歯科医師Kかかっている割合は2.8%買薬K
よる治療の割合は 22. 7 % （＇.？ち配置買薬 6.9労）と低い。医療保倹加入世帯では，国保加入世
帯の医師・歯科医師Kかかる割合は併せて 50.9 %で，国保以外の医寄託保険加入世帯（5 8. 1 % ) 
K比べると低〈，買薬による治療の割合は，前者が43. 8 % （うち配置買薬 15. 9 %）後者が
3 7. 8 % （うち配置買薬8.9 %）と逆の数字を示している。そして医僚保演に加入してい友いそ
の他の世帯では，医師・歯科医師にかかる割合は併せて 39.8 %と低しそのかわり買薬K依存
する割合は 54. 3 % （うち配置買薬5.3係）とi高い。
さらK世帯業態別にみると，農家と非農家との閣では，医師。歯科医師Kかかる割合と買薬に
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依存する割合とでは，両者に大きな差はな凶o しかしながら，買薬の構成内容からすると，農家
の場合配置買薬を利用する割合が高 ＜(2 0. 3～2 7. 6 % ），非農家の場合薬局からの買薬利用
(2 2. 8～2 9. 5 % ）が多凶ととは注目されてよい。とのととは，市部別tてないて，配置買薬が
大都市（4. 3 % ）やその他の市（9.3労）に少念〈，郡部（ 1 8.8係）に多いとと十てよって裏付
けられて＼！＇＞ る。
第 13表 治療の有無と治療方法別の割合の年次推移
（¢） 
治療の有無 治療方法治療延件数の割合
別傷病件数 そ
年 次 治療 治療 医師 歯科 あんま・ 処方 買薬はり・き せん の総数 した L;ない総数 ゅう・柔
道整復 調剤 総数薬局配置そrJf由
もの もの 総数通院入院 医師 部 薬 買薬買薬 0詩集 他
昭ま月
3 11 100 97.3 2.7 100 38.9 36.7 2.2 .4.6 3.9 0.6 50.3 29.0 18.1 3.3 1.6 
3 1.10 100 97.3 2.7 100 42.4 39.6 2.8 4.5 3.5 0.6 47.4 25.3 18.2 3.9 1.5 
32.10 100 98.3 1.7 100 39.5 37.2 2.2 4.0 3.1 0.6 50.7 27.5 20.3 2.9 2.1 
33.10' 100 98.7 1.3 100 43.1 40.8 2.3 5.2 3.2 1.0 45.8 25.6 16.6 3.5 1.8 
3 4.10' 100 99.3 0.7 100 44.9 42.6 2.3 5.5 3.7 0.5 43.6 25.5 15.2 3.0 1. 7 
35.10 100 99.4 0.6 100 49.3 47.0 2.3 5.2 4.2 0.6 39.4 24.8 12.6 2.0 1.2 
36.l 0 100 99.3 0.7 100 50.4 47.5 2.9 5.8 3.6 0.5 38.7 24.4 11.6 2.8 1.0 
37.10 100 98.l 1.9 100 50.5 47.4 3.1 5.9 3.7 0. 7 38.5 26.3 10.3 1. 9 0.7 
38.l 0 100 98.2 1.8 100 47.9 45.3 2.6 7.0 3.3 0.7 403' 25.9 12.0 2A 0.8 
3 9.10 100 98.2 1.8 100 48.8 46.4 2.4 6.8 3.4 0.4 399 24.9 11.3 3.7 0.8 
資料： 厚生省「圃民健康調査」
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第14表 世帯種別，世帯業態別，市郡別にみた治療件数の治療方法別の割合
（昭39年 10月：係）
制 I~J ;-a::1~JIE~l~；~~：1~ イ也医 薬 ??
最忽 家主 I 100 I 48.8 I 46.4 J 2.4 l 6.8 3.4 o.4 J 39.9 I 24. 9111.3 I 3.71 o.s 
世 手停 種 別
?????? ?
?????
?
? ?
??
????
。
??
?
???
????
???
???
?
?
?
?。，?。
?
?
ゥ?
???
??
?
? ??
，?
?
??
?
??
???
??
??。?
??
? ???????
???
。?? ?
???
?
。???。???
?????
?
??
?
??。
?
?????
??
??
??
?
?
?
?
?
?? ?
? ???
??
??
??
??
????
?
?
?????
?ヵ
???
??
??
???
???
世 帯 業 態 別
炉事。γタ言（3審判叫叫 2.51 6.4 
専業世帯 I100144.3 I 42.0 I 2.41 6.3 : I : I: I ;:J :.・I : I :
常用勤労者のいる兼業世帯 I1001 49.4 I 47.2 I 2.21 6.1 f 4.4 I o.s J 38.9 f 1s.0120.3 I 3.6 I o.4 
? ?
? 。
??
?
?
??
。???
??
??
?
?
???
? ?
? ?
?
?
???????
?
? ?
??
? ??
? ?
?????
?
? ? ? ?
? ??? ?????
???
??
??
??
: I :1:1:1刊；
? ?
?
???
??
??
???
?
?
??
??????
?????
?
??
??
???
?
??
?
?
? ， ?
? ?
?
??
??
?????
??
?
?
? ?
?
? ?
?
?。
?
?
????
???
??
? ， ゥ
?
ヮ ?
?
???
? ???
?
?
?
?
??
???
?
?
???
??
??
? ?
?
???， ?
?????
?
????
??
????
?
?
??
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
???
?
???
?
???
?
???
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?
??。
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?
???
??
???
??
???? ???
???????
? ? 〉
?
?
?? 〈?? ? ??? ? 〜?
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?
郡 Bリ
七大都
その他の
都
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ヮ
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資料：厚生省「函民健康調査」
（昭和44年3月31日記）
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第 2 編 各 三ム肩関
富山県配置家庭薬の現状
まえがき
第1編十てないて配置家庭薬業の概況Kっしqて述べたが，ととではその内容Kついて個々の部門
の現況と問題点について，より具体的に明らかにしよう。
との業界は一般のそれと異念り特殊性が強い。その主要t.d つとして流通面K.:Jo~けるものが上
げられよう。一般の医薬品Kついては，メ｝カー→卸売業→小売業が主体と左るが，当業界
の場合は，主として，メーカー→配置販売業者とt.d，生産と流通の中間ルートがほぼ短〈，
生産業者と販売業者が両極面代位置し大き念地位を占めているにある。
以下vr:Jo~いては，との主分類にしたがい，生産部門辛子よび販売部門について述べ，その間十て両
者共通の諸問題tてついて明らかKしたい。
第 1 主 配置家庭菜生産部門
第 1 節 生産構造 Kついて
(1）地域的分布
まず，配置家庭菜製造業の主要府県別の分布状況をみると，富山県，愛知県，滋賀県，大阪府，
奈良県，岡山県，佐賀県，熊本県の工府7県K及んでいる。詳綱についてはやや古加資料と友る
が，厚生省の第1表が参考に左ろう。
とれKよればー富山県が45. 3 %で約半分弱を占めて第1位である。ついで奈良県が33.3婦
となって喜子り，両県で 78.6 %と大部分を占めるととに念る。
第1表 府県別企業分一布状況
昭和39年 9月30日現在
よそ？別 計 富山 愛知 滋賀 大阪 奈良 岡山 佐賀 熊本
~ 業 数 333 151 7 18 19 111 4 14 9 
府県別
10 o.o 構成比率（労） 4 5.3 2.1 5.4 5.7 1.2 4.2 2.7 
注 （厚生省薬務局企業課）
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また，県内の市町村別介布状況をみると第2表の如く，企業所数では｜日富山市が64社と最も
多〈，ついで滑川市（黒部含む） 2 1社，上市町（立山町） 1 8社，水橋町 14社，高岡市 8社，
射水郡8社，和合町6社と左ってbり，旧富山市，水橋町，和合町を含めた現在の富山市だけで，
県下の 60婦と大部分を占めている。生産額については，富山市が全体の 60. 1 %で，つ凶で上
市町，滑川市の！｜頁と念っている。従業員についてみると，富山市が60. 4 %と念り，やはり上市
町，滑川市の！｜長K友っている。
総じていえば，富山市が企業所数，生産額，従業員とも 60係台を占め第 1位となってなり，
企業所数では滑川市が第2位を占めるが零細業者が多いため，生産額，従業員数では第2位を上
市町に譲b第3位と友っている点注目される。
第2表 地区別生産額及び常用従業者数
（最終製品〉
日 凶生品千円構成従業山構h成比企業 生A産T額円構成従業 比比勿 (B) % 比係員数 労 l比必員数
富山 64 3,332,4 76 56.4 1, 955 54.5 63 隠ρ28,85' 58.6 2,022 55. 4 110.0 
一一
四方 6 105,577 1.8 81 2.2 6 97,78£ 1.9 81 2.2 1 08.0 
f~ Jl 21 506,450 8.5 351 9.8 23 447,824 8.6 372 10.2 11 3.1 （黒部
上立 15 724,607 12.3 355 9.9 15 639, 55~ 12.4 357 9.8 113.3 （立山）
水橋 14 110,4 76 1.9 131 3.7 14 86,401 1.7 135 3.7 127.8 
局 岡 8 437,071 7.4 274 7.7' 8 428,545 8.3 298 8.1 101.9 
射 7.k 8 243,392 4.1 218 6.1 8 193,919 3.7 212 5.8 12 5.5 
両砺波 4 449,161 7.6 220 6.1 4 247,45' 4.8 174 4.8 18 1.5 
計 140 5ρ09,210 100.0 3,585 100.0 141 5,170,348 3,651 10 o.o 114.3 
注 （富山県薬務謀調）
特K地域分布の特性としては．後の第2章配置家庭菜販売業の分布状況と比較すれば明らかに
走るが，製造業者の分布が販売業者の居住地と一致して回る点Kある。資本的性格としては，商
業資本的であり，生産よの立地条件K恵まれたためでない点，いいかえれば，産業資本的念立地
で念V>点，経済立地上からは劣る素地があるとされてしqる。
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(2）企業規模
県下の企業所数は 14 0社あり，従業員は3,5 8 5人等であるが，平均すれば1社あた ！？ 2 5.6 
人Kすぎ左い。
さらに〈わし〈みよう。常用従業者を規模別Vとみると，全工場数14 0社のうち， 10人以下
の企業は68社で全体の 48. 6 % ' 2 0人以下K念ると 94社で67.2 %，さらに30人以下で
は11 6社で82.9 % vc念っている。過半数が輔自工場であるといえる。逆vc.1 0 1人以上の
企業は 8社で， 5.7 % vcすぎ友加。そして，との 8社（5. 7 %）の大手メーカーで全体の生産額
の52. 7婦を占め，また総企業数の48. 6 %と約半数を占める 10人以下の企業（68t±）では，
わずか総生産額の7.0%を占めるKすぎ左いのである。
第3表 常用従業員規模別構成
年明！ 5人 6 ～ 11～ 16～ 21～ 26～ 31～ 51～ 101人計 百．次 以下 10人 15人 20人 25人 30人 50人 100人 以上
企業数 140 36 32 16 10 14 8 9 7 8 
42 
構成比 100.0 25.7 22.9 11.4 72 10ρ 5.7 6.4 5.0 5.7 
41 
企業数 141 35 33 19 10 12 6 11 6 9 
構成比 100.0 24.8 23A 13.4 7.1 8.5 4.3 7β 4.3 6.4 
注 （富山県薬務課調日
つぎK生産額から規模別溝成をみると，年産1億円以上の企業所は12社であるが，生産額では
全体の 62. 7 %と過半数を占め，生産集中が著るしい。逆に8割強を占める年産50 0万円未満
の企業の生産額は全体の 24.4 % Kすぎ念ぃ。 。霧4表）
安た，最近の有力機械化もあり，ゃっ低下傾向を示ナとはいえ，女子従業員の従業割合が全国
第4表 規模別生産額状況（最終製品）
品荷主f生産額 構成比率 企業数 1企業平均 1従業員平均 摘 要q品 生産~ 生産 A
1 0 0万円以下 5,5 0 8 0.1 19 290 74 
101～ 500 71,2 7 3 1.2 25 2,8 51 414 
501～ 1000 121,5 7 3 2.1 19 6,39 8 810 
1001～ 2000 319,3 9 9 5.4 24 13,308 965 
2001～ 30 00 45 9,9 81 7.8 18 2 5,5 5 4 1,1 79 
3001～ 40 00 238,5 4 4 4.0 7 3 4,0 7 8 1,445 
4001～ 5 0 0 226,7 56 3.8 5 4 5,351 1,859 
5001～ 10000 7 58,80 5 12.9 11 6 8,98 2 1,892 
10001万与L上 3,70 7,3 71 6 2.7 12 3 0 8,9 4 7 2,083 
言十 5,90 9,2 1 0 10 0.0 140 4 2,20 8 1,648 
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のそれK比して高い点も注目される。全国平均は60%前後であるが，本県の場合は80 %弱を
示している。とれは特K，製造段階vc:t~凶て，女子包装工の比重が高いためである。
ぐ注〉 本県 42年度全従業者 3,58 5人のうち女子 2,5 3 6人（77. 09の， 男子 1,0 4 g人
(2 3.0'7のとなっている。
との 14 0 :f土中主要メーカーとしては全国的K著名左株式会社広貫堂を筆頭K，共栄製薬，第
一薬品工業，池田模範堂，内外薬品，東亜薬品，三田製薬，第一薬品，中央薬品，中新薬業，等
々があげられるが，とのうちのい〈っかKついては，生産額 10億円超で，かつ従業員 30 0人
超の大メーカーも存在している。
(3）企業形態
配置家庭菜製造業の形態分類にヲMては，薬業連合会は下記の4つK分類してV>る。 （注）
① 帳主，出資の共同施設
「居留地，営業地，取扱品種，資本提携等の条件の一致から形成された共同施設的
メーカー」である。
② 配置業者の自家経営
「販売業者が金を貯め製造まで手を広げたもの。」
③ 資本的独立経営
「帳主と関係の1,i:V>資本と経営色が基盤Jと＊っているもの。
④ 混合性格的経営
「①，②，③の性格が混合して＼／＞るもの。」
〔注〉 富山県薬業連合会「富山県家庭薬企業の考察と改善方向j P9～10 
上記4つのうち，大多数の企業は，①的企業であるとして凶るが，その帳主の共同施設的な色
彩が濃い点については，その形成上の理由からきている。
すなわち，もともとは，配置販売莱が自己販売分を自家製造していたものだが，骨冶K入り政
府が監督，取締りの強化を始めたζとや，県の指導も加わb，また，洋薬が入lハるtて及び，新様
式に即応するためK共同作業場が出現，その後，大正3年の売薬法の制定，昭和 17年の企業整
備忙よる統合集中等の＼／＞ （つかの波をくぐり，自家製造より共同施設へと集中化傾向を強め，今
日に至っているものである。普通の資本と経営の分離した企業体というよりは配置業者の共同作
業場的色彩のものが圧倒的に多加と抑えるのでるる。そう凶う意味合いで，配置製造業者は「株
主売薬Jともいわれている。
その株主の数であるが，たび重在る集中合併等もあり，か左タ多数を占めるものが多い。
広寅堂等の大メ甲カーは別として，中小メーカーに砕いては，圃民金融公庫にむいて行左った
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実態論査によれば，多いものでは A社（滑川市）の12 9名，その他B社（富山市）
1 1 8 t 0社（富山市） 1 0 3, Dネ士 L上市町） 6 9, E社（滑川市） 6 1, F社（小杉町） 38 
等々と念ってMる。
規模の大小に比例しな＼／＇＞で株主数が多数占める場合や，多数の株主が経営 K参加，取締役等役
員に就任しているものもみられ，注目される。 （例b滑川市A社役員数16名。
とれらは，過去の歴史的形成上の原因Kよるものと加え，企業規模に必ずしも比例していな凶
点注目される。
また，その企業形態を組織面よbみれば，圧倒的K法人企業が多い。ナ念わち，第5表十てよれ
ば，法人企業体は 98社で， 70.0 'Iiを占め， fl人企業体は42社で， 30.0 %となっている。
最近はますます，法人化傾向を強めているとされる。
第 5 表 企業形態別企業数
｜明 法 人年次 合 言十 ｛園 人 摘 要言十 株式 有限
企業数 140 98 93 5 42 42.1.1～42.1231 
42 
津で十て有限1' 構成比¢ 100.0 70.0 66.4 3.6 30.0 
企業数 141 97 92 5 44 傭人3
41 廃業する構成比係 10 o.o 6 8.8 6 5.2 3.5 31.3 
注 （富山県薬務課調）
とれらを通じて，経営の特質についていえば，
（ィ）株主が配置業者を主体として構成され，その数が企業規模K比べて非常に多＼／＇＞ ζと。
(o）経営陣（取締役）の数が多ししかも経営の中心と念る代表者の権限が弱＼／＇＞。等々がいえ
るようである。
(4） 生産形態
通常，医薬品製造業を業態的K分類する場合は，いわゆる製薬メーカー，製剤メーカー，小分
けメーカーの 3つK区分されているが，第1の製薬五ーカーは主として大企業部門bよび化学工
業関連メーカーを含めたグループであb，第2の製剤jメーカー中小企業，第3のグループ小分け
メーカーは零細業者が主体とされているが，当業界は一部の製剤メーカーを除いては，大部分の
メーカーは製剤メーカー，パルクメーカー，化学薬品問屋念どから中間原料左
加し，既にでき上がった精製原料（バルク製品） を購入して，適当K混合あるいは
好みの剤裂に製剤して小分け包装を行在っている。
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中小メ四カーのい〈つかの実例からみると，原材料は県内化学薬品問震の L有j長松楽房，倍
回勘産業阻，春陽堂薬房，大東交易，漢方薬系統については麦島薬房，池田屋安兵衛商店，山本
薬房等を通じて仕入れたものがか念り見受けられる。
売販と製造の品薬
孟t四－1:
医第6表
???
亮一一一一一一lト一一一一製薬工程一一一一一｜ト一一一製剤工程一一一I一一一一販
（日本産業読本）注
(5）生産工程bよび設備状況
さらK詳細に製造の工程をみると，次図のように在る。小介け部門について，
程エ造製第 7表
｜包装｜
函Lム→固→園→同→匝｜
糖衣錠生産工程
丸剤生査工程
演持生産工程
液剤生産工程
散斉lj生産工程
穎粒剤生産工程
注 （富山薬業連合会調）
両Mftl
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面三！
期j型的にみれば，従来は聖堂剤が主体であったが，最近は錠剤，丸剤，穎粒剤，カプセル剤，特
K後者の伸長がめだっていると加われてlハる。えだ，伸び方は全国平均よりも急上昇を示しなが
らも，会生産額K占める比重は全国平均に及んでいな凶o
つぎに製剤設備Kつ凶てみれば，下記のようK法による最低の構造設備の基準課事法第 13 
条，構設規5～14条）が定められて凶る。
構造設備の基準
1. 当該製造所の製品を製造するK必要念設備辛子よび器具を備えているとと。
2. 製造作業を行1J:う場所〈以下作業所という）は， J欠K定めるととろK適合するものであるとと。
採光なよび換気科適切であり，かっ，清潔であるとと．常時居住する場所なよび不潔念場所
から明確K区別されているとと。作業を行左うに支障の念l月面積を有するとと。
防じん辛子よひ前虫のための設備を有するとと。床は板張り‘コンクリートまたはとれらK準
ずるものであるとと。廃7.k:t~ よび廃棄物の処理K要する設備または器具を備えているとと。作
業員の消毒のための設備を有するとと。製造品目tてより有毒ガスを発生する；場合十ては，その処
理.vc要する設備を有するとと。
3. 作業場のうち医薬品を調製しなよび充てん作業を行念う作業室は，次の定めるととろに適合
するものであるとと。
作業室内K備える作業台は，原員IJとして床面から 70 cm以上の高さであるとと。
作業員以外の者の通路と左ら念いようにつ〈られて凶るとと。出入口辛子よび窓は，閉鎖する
ととができるものであるとと。天井は，板張b，コンクリートまたはとれK準ずるものであれ
かつ，どみの落ちるなそれの念いようK張られているとと。床はタイル，モルタル，表面が友
めらかですき聞の念凶板張りまたはとれらのものと同じ程度十てよどれをとるととができるもの
であるとと。室内のパイプ，ダクト等の設備はその表面Kどみがえまら1J:凶ような構造のもの
であるとと。
4. 原料（包装材を含む） i;• よび製品を衛生的に，かつ，安全に貯蔵するためK必要念設備を有
する ζと。
5. 原料むよび製品の試験検査に必要左設備bよび器具を備えているとと。その製造所で製造す
る医薬昔告なよびその原料の種類に応じて次の器具，器械のうち必要なものを整備しなければ左
ら友い。
アルコ由ル数狽lj定装置，遠心分離器，化学ばかりーガス発生装置，届折汁，クロマトグラフ
装置，乾燥器，顕微鏡，硬度計，水分測定器，水蒸気蒸溜装置，重量分析用器具，精油定量：装
量，施光言十，窒素定量装置，粘度計，比色言十，ヒ素試験装置，沸点測定器， pH演I]定器，崩壊
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度試験装置，メトキシル定量装置，容量分析用器具，ろ過装置，その他必要な器具器械
上記の外，一般的左設備としては， 「錠剤機J' 「穎粒機J• 「糖衣機J' 「混合機J' 「丸
剤機」， 「線合機J• 「充填機」， 「自動包装機J' 「自動散剤念ど分包機J等があげられる。
参考までK標準設備の価格等Kついて触れると下記の通りと在る。
V型散斉lj混合機32万円，光電管式自動包装機13 0万円，三方シーラー25万円，頼粒機
2 0万円，乾燥機 19万円，錠剤機 10 0万円，糖衣機24万円， L型錠剤自動包装機66 
万円，錠剤瓶詰機 17万円，半自動カフ・セル充填機50万円，軟剤練合機 20万円，力日庄式
定量充士尉幾20万円，自動充填機 15万円，丸斉＇IJ機 23万円，練合機22万円，液剤充填機
1 5万円
設備について当県の業界の現有設備tてついては詳細は判明し念凶が，やや古い資料左がら厚生
省、調べKよる第8表，第9表Kより大勢は把握できると思われる。 ζれは 1府 7県にわたる 333
社の調査だが，ほほ当県は50 %であり，次表も大略土程度と見倣して差支えまいと思われる。
2 
第8表 従業員規模別現有設備状況
設備別＼従＼業＼員売＼臨。， 3 0人以下
合計台数 1生梓蝉需産口ロ l 口問、正·~·1h巾口口 l口瓦人 if市～
錠 斉lj 機 213 0.8 76 1.9 28 3.1 
穎 粒 機 84 0.3 45 1.1 17 1. 9 11 3.7 
糖 衣 機 82 0.3 87 2.2 18 2.0 17 5. 7 
混 A仁コ~ 機 192 0. 7 66 1. 7 31 3.4 20 6.7 
丸 剤 機 210 0.7 49 1.2 10 1.1 20 6. 7 
練 正口当恥 機 156 0.6 47 1.2 15 1. 7 23 7.7 
充 1員 機 152 0.5 92 2.3 25 2.8 20 6. 7 
自動包装機 148 0.5 82 2.1 24 2. 7 19 6.3 
自動瞬lほど介包機 59 0.2 21 I 0.7 10 1.1 4 1.3 
注 〔享生省薬務局企業課）
第9表 生産規模 )jlj現有設備状況
品清三事l 2, 0 0 0万円以下 2,001～5,000羽羽下 5,001～10ρ00忍をti10,0 0 1；明以上合言拍数 1企業哨誠！ 合言拍数 1企葉1泊五 鋸性誕生 1金業鞠生誕U合言拍鎖国諜平均台後j
錠 剤 機 172 0. 7 69 1.5 27 1.5 68 3.6 
穎 粒 機 58 0.2 43 0.9 18 1. 0 38 2.0 
糖 衣 機 86 0.3 32 0.7 8 0.4 78 4. 1 
混 」ロ'.> 機 150 0.6 62 1.3 37 2.1 61 3.2 
丸 斉IJ 機 164 0.7 64 1.4 12 0.7 49 2.6 
練 ム口 機 122 0.5 56 1. 2 14 0.8 49 2.6 
充 棋 機 123 0.5 71 1. 5 36 2.0 59 3.1 
自動包装機 121 0.5 60 1.3 32 1.8 60 3.2 
自動散剤左芯テ笛幾 0.2 22 0.5 25 1.4 15 0.8 
注 C厚生省薬務局企業課）
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資本金規模男IJvてな凶ては第8表の通九最も多〈保有して凶る錠剤機は「30 0万円以下Jの
規模は 10社l(C7台， 「30 1万円～3,00 0万円以下」の規模は 1社l(C2台， 「3,0 0 1万円
～5,0 0 0万円以下」の規模は1社l(C5台の割合とをつてV>る。最も少左出自動散剤iJiをど分包機
は「30 0万円以下」の規模は 10社2台， 「30 1万円～3,0 0 0万円以下」の規模は 10社
vc 6台， 「3,00 1万円～5,00 0万円以下」の規模は 10社代 13台， 「5,0 0 1万円以上J
1社vc3台の割合とまっている。従業員規模月IJKi>＇凶ては，ほほ資本金規模別保有の状況と同様
のととが凶える。
最近の設備動向としては，更新を必要とナるものとしては，錠剤機，丸剤機，自動包装機があ
げられ，新設を要ナる設備としては，錠剤機，穎粒機，糖衣機，自動包装機，自動散剤7.tどの分
包機等が上げられる。特K合理化近代化のためK必要念設備としての自動包装機，自動散剤左ど
分包機，錠剤機，頼粒機，糖衣機の必要性が高まるものと見ら．れている。
つぎに業界の一端を示ナ参考として比較的に詳細に判明した，国民金融公庫で行念った実態
調査により，設備状況を示そう。 とれ十てはその規模の大小によれか;1り設備状況に格差が
あるととが判明できる。
設備の不備念業者は， したがってバルク剤を購入して小分け包装を行なったれまた最終加工
を外注加工に出したりしている実例も散見される。
第 10表 中小企業の設備状況
~ A 工場 B 工場 。工場 D 工場
資本ー金 1 0,0 0 0千円 4, 0 0 0千円 2, 5 0 0千円 1,5 0 0千円
企業形態 株式会社 株式会社 株式会社 株式会社
従業員 2 1名 30名 7名 1 1名
主要設備 錠斉リ機 2 錠斉lj 機 I 錠剤機 1 カフ・七1売填機 1 
額粒機 1 製丸機 4 製丸機 1 自動介包機 1 
製丸機 3 三方シール 2 三方シール 1 糖衣機 1 
三方、ンー Jレ 3 自動包装機 1 混合機 1 ストリップ自動包装機 1
自動包装機 2. 練合機 1 乾燥機 1 乾燥機 1 
練合機 1 混合機 1 チュー ブヲア凝機 1 練合機 1 
混合機 2 乾燥機 1 自動包装機 1 製丸機 1 
乾燥機 1 メンタム外発犠機 4 ストリップ包装機 1
軟膏充填機 1 
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第 2 節 生産の現況 Kついて
(1）生産概況
昭和 41年の本県の医薬品生産額（最終製品）は6,3 9 9百万円で，うち家庭薬の生産は
5, 1 7 0百万円である。そのうち，家庭薬生産は最終医薬品の 78. 2 %を占め，かつ全国医薬品
製造額の 1.0%を占めて＼／＞る。
年次男！JVてその推移をみると，全国の医薬品生産額では，各年次聞の伸び率をみると，昭和 38 
年までは，毎年20～28%増を示してし巧たが， 4 0年度以降は薬による事故が生じたとともあ
り，僅か40年は 8.1労増， 41年は 11. 1 %増K止まれ従前K比して低下をみせて凶る。
とれに対し富山県の医薬品生産額をみると 6～16 % (re伸びが止まり，か;1:b低率のf申びκ止
止まった。ただ， 40' 4 1年については全圃平均を上回った率を示してなり注目される。
また，家庭薬の動きをみると，特（rL4 0年K対し， 41年が僅かに 1.9婦の増加に止まり，
4 0年を境K伸び悩みの状況lぐある。
昭和 35年を基準とした場合は 41年で当県の医薬品は 20 7. 4' 家庭薬は 21 2. 7 (re対し，
全国は 28 8.8を示めし全国薬業界の高度の成長振りが目立って凶る。
第 11表 年次別医薬品生産金額の推移
次 全国 富山県lj調 35守主＝100生産内土鍋 3~向。。家一庭薬土鍋 359:'=1001一(B) 生産金一額 下繍対育陶樺 下欄対前年比 (B）下t調対話I年比 凶
昭和年 千円 100.0 千円 1 00.0 百万円
35 
176, 012,310 10o.0 3,080,633 100.0 2, 431 1 0 4.2 7 8.9 
36 
1 2 3.9 106.5 
218, 0 75, 118 123‘9 3,28 0, 961 1 0 6.5 2,592 1 0 6.6 7 9.0 
37 
15 0.9 122.6 123.6 
265,596,327 1 21.8 3, 776, 748 115. 1 3, 004 115.8 7 9.5 
38 
19 3.8 137.6 133.4 
341,140,694 128.4 4,239,827 112. 3 3,242 1 0 7.9 7 6.8 
2 4 0.5 160. 3 14 8.8 
39 
423,224, 856 124. 1 4, 93 7,860 1 16. 5 3, 618 111.5 7 3.3 
40 
2 6 0.0 18 5.9 2 08.6 
457,638,516 108.1 5, 72 7,143 116.0 5, 072 114.0 8 8.6 
4 1 2 8 .8 2 0 7.7 
2 12.7 
508,312,705 1 11.1 6,399,880 ' 111.8 5, 170 110.2 78.2 
注 （富山県薬務課調）
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(2）薬効別生産状況
4 1年の生産額を薬効分類別にみると，生産額で1番多いのが解熱鎮痛剤で 14億 77百万円
で全体の 23. 1婦を占めてはいるが，前年K比して約1千万円の減少で横ばい傾向を示している。
つづいて第2位が鎮痛鎮俸収数消炎剤で， 1 3億 71百万円（21.4%），第3位が整腸剤で5
億 75百万円（9.0係）と左り，これら上位の 3つで53. 5 cf,となっている。
薬効別生産額の年次別推移をみると， 37年を 10 0とした場合， 41年ではピタミン B剤が
5 8 1.5，混合ピタミン剤48 7. 7，限科用剤 34 0. 9，蚤白アミノ酸製剤 87 0，整腸剤192.3 
の 5薬効が平均（1 6 9.4）以上の伸びを示している。
逆K，鎮咳去7たん剤，強心剤，駆虫剤iJ~ どが減少を示している。
つぎに漢方製剤の動きについて述べると， 「ジャ呑牛薫製剤Jについては 37年を 10 0とし
て41年は2~. 6 % (1億 72百万円）の伸びを示したが， 40年以降vc:io~ける原料の高騰に伴
う価格改訂も考慮すれば，必ずしも生産増加を示したととはみられ左＼／＼o また， 「当帰川考製剤」
(4千万円）は，過去5年間横ば凶状態Vてあり，以上からして，全国的に漢方薬が静かなるブー
ムといわれ友がら必ずしも本県には当てはまら友 lハとし4える。
その他医薬部外品についてみると，浴用剤が83百万円で第1位，日中清涼剤（1 6百万円），
てんか粉（1 2百万円）がつづいて凶る。
左b参考までに薬業富山の代表的変漢方薬について触れると，第lVてあげられるのが「熊胆
（ゅうたん）円jである。とれは整腸剤で牛，豚の胆ltが主成分である。熊の胆は使って凶在同
ょうだ。その効果も高いため各メ カーが競って作っている。
第2vz: r六4村LJ。とれも著名左強心剤である。鷹香（じゃ ζう）つまり雄のじゃ香シカの分
泌物と，婚訴（せんそ）ガマの皮膚の分泌物衣どを調合したものである。
第3は「赤玉はらぐすり」。黄柏（なうは〈）の木の内皮とセリ科の草の根の黄連などの総合
薬で，名のと辛子b，腹ぐすりである。
以上3つが代表的念漢方薬とされて凶る。
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第 12表 年次別上位 10 位の
心と 3 7年 3 8年 i全国富山県 すう勢I厨生産額構府全国 富山 生産額 J位l債生産額全国富県山 生生産額位 比 呆
鎮痛，鎮座，収数
10,82 7 ~ 876 23.2 100 消炎剤 100 12,140 2 962 112.1 109.8 
解熱鎮痛剤 12,569 1 1,011 26.8 100 100 13,798 1 1,046 109.7 103.4 16,401 
同上内
100 （総合感冒剤）
整 揚 斉IJ 3,403 3 299 7.9 100 100 3,961 3 338 116.3 113.0 生748i
向上内
（フラン系製剤J) 100 一
消化性潰蕩用剤 100 
健 胃消化剤 7,469 4 260 6.9 100 100 12,975 4 279 173.7 107.3 14吋
混合ビタミン剤 8,182 49 1.3 100 100 9,404 90 114.9 183.6 
ビタミン B1 剤 18,665 38 1.0 100 100 39,280 99 210.4 260.5 51,722 
← 
H艮 科 用 斉！J 3,311 61 1.6 100 100 4,145 10 101 125.l 165.5 
強 1L.; 、 剤 3,413 6 155 4.1 100 100 4,574 6 158 134.0 101.9 5,641 
鎮咳去たん剤l 5,162 5 188 5.0 100 100 5,691 5 181 1102 962 6,551 
たん白アミノ酸製剤j 6ρ00 ワ 100 100 13,061 40 217.6 16,795 
その他治療を玉目的
698 9 94 2.5 100 とし念い医薬品 100 900 8 112 128.9 119.1 820 
駆 虫 剤 1,222 7 114 3.0 100 100 1,276 7 123 104.4 117.8 1,286 
外皮用殺菌消毒剤j 4,489 8 76 2.0 100 100 4β10 88 102β 115.8 4,983 
化膿性疾患、用剤 2,755 10 79 2.1 100 100 3β94 79 130.4 100.0 
Ki2，勾
計 3,777 100 100 100 341,141 4,240 128.4 112.2 423,225 
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薬効別生産額
単位 百万円
3 9年 4 0年 4 1年
富山県 ナう勢 全国 富山県 すう勢 全国 富山県 すう勢
位J願 e生産額 全国 富山 生産額
JI鼠
生産額 全国 富山 生産額
I願
生産額 構比成全医 富山県 位 県 位 県
2 1,105 134.3 126.1 17,126 2 1.232 158.1 140.6 2 1,371 21.4 156.5 
1 1,223 13o.4 121.0 ー36p33 1 1,479 291.4 146.2 1 1,477 2p 146.1 
(i.7~56~ @.01) (567) (23.<l) 
3 398 139.5 133.1 4,055 3 407 1191 136.l 3 575 9.0 192.3 
(356) 
5,945 12 5 269 4.2 
40領土ョー ー
4 306 194.8 117.6 18,628 4 315 249.4 121.1 4 326 5.1 125.4 院：Ji
10 132 151.8 269.3 24,320 213 2972 434.6 6 239 3.7 487.7 複総合合自ピヲ宅おゾうZ1 
6 187 2771 492.1 43β55 i 5 234 233.8 615.1 7 221 3.5 581.5 
7 163 208.5 267.3 7,755 [ 8 185 234.2 303.2 8 208 3.3 340.9 
9 150 165.2 96.7 6β45 10 167 200.5 107.7 9 178 2.8 114.8 
5 194 126.9 103.1 8,720 7 192 168.9 102.1 10 176 2β 93.6 
154 279.9 1首7 倍 J首7 8 17,339 9 184 288.9 92 174 2.7 
102 117.4 108.5 1,449 117 207.5 124.4 119 1.9 126.5 
101 105.2 88.5 1,227 72 100.4 63.1 65 1.0 57.0 
94 111β 123.7 2,437 94 54.2 123.7 102 1β 134.2 曙審
90 126.6 113.9 4,490 91 163β 115.1 83 1.3 105.0 
(14.4 
4,938 1593 130.7 457,639 5,727 172.3 6,400 100 19V 169.4 
注 留山県薬務課調）
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第 13表 年次別主要特掲医薬品生産額
単位百万円
3 7年 3 8年 3 9年 4 0年 4 1年
備 考弘之性産額[1-5勢生産額すう勢生産額すう勢生産額すう勢 生建容す労事
ハ yカゴム膏 538 100.0 624 116.0 662 123.0 737 137.0 803 1492 守産額6品目
混合ビタミン錠 一 194 210 （生産額の多い
鷹番牛糞製剤 140 100.0 148 1C5. 7 146 104.2 156 111.4 173 123.6 
もの），圃の場合，
年間 1億円以上
カンク'.JV、州開 106 100.0 107 101.0 102 962 106 100.0 114 107.5 のもの。
粋 創 膏 86 100.0 112 130.2 106 1232 112 130.2 112 130.2 
当帰川考製剤 34 100.0 41 120.5 32 94.1 40 40 117.6 
注 （喜山県薬務課調〉
(3）労働事情
昭和 42年末の常用従業者数は 14 0企業で， 3,58 5人で，とのうち女子従業員が2.5 3 6 
人で70. 7 %を占めている。
さきにも示した如〈，零細企業が多いのであるが，雇用情l肢は，か念り近代化されて凶るとい
える。殆んどK職域健保，厚生年金，失業保険が実緬され，給与体系の充実化も見受けられる。
昭和35年10月より，最低賃金法（昭和34年4月15日） vc基づ〈法定最低賃金も制定さ
れてbb，最近では，昭和 42年7月VC48.0円となって阿る。
ζの業種での特徴としては，女子従業員の多い事であるが，特に農村の婦人や，家庭の主婦が
多凶。との仕事は単純であること，有閑の婦人が多いこともあれ賃金は低簾化みて＼／＞る。たたJ
最近では入手不足が深刻化してなり，特K小規模企業ほど賃金が高率化の傾向をたどってなり，
一般企業との格差も縮まりつつあるといわれている。
第 14表
実施年月 最低賃金 摘 要
昭和 34年10月 150円 法施行前業者自主協定
砂 3 5年 10月 200 法定（但し6カ月未満の試用期間 18 0円）
。 3 8年 4月 270 法定
4シ 3 9年 1月 320 即時法定外自主協定
イ少 4 0年 9月 380 自主協定
今 40年 11月 今 法定（但し晒和 41.4.l.より 400円以上に改訂の条件付）
今 4 1年 4月 420 法定
, 4 2年 7月 480 i法定
-36ー 注 （富山県薬業連合会調）
第 2 章 配置家庭薬販売部門
(1）配置家庭菜販売業の特性
「先用後利J，ナ念わち，まず需要家K預託して回商の都度，使用分のみ現金tてて回収をする
という形態は，一鳴皮の医薬品の流通形態ととと念る独特念形を示すとされて凶る。との特異な商
法の細部の一端Kついて触れてみよう。
家庭薬販売業は，通常，春まわb，秋まわりと称する年2回程度の回商をして凶る。
最近は，専業者K比して兼業者の割合が増加傾向を示ナとされてbh そのうち，専業者は約
半分強，兼業者は半分弱とされているが，・年間の稼働白数についてみれば，専業者であれば，
1 5 0～2 0 0目前後，兼業者であれば， 50～1 0 0目前後が最も多加とされている。
との点については，富山県家庭薬商業組合が行方Eったアンクート調査「医薬品配置販売業者実
態調査結果表」 偽L降，商業組合の実態調査と略称ナ。）が興味るる数字を出している。参考ま
で一部を記載する。
（注〉 昭和 41年10月から昭和 42年7月末までを調査期間として，県下在住の配置販売
業を対象として行なったもの，調査対象人員 5,7 6 3気 回答提出者 1,85 0名
回収率 32.11' 
（参考〉
0あ左たの配置販売業は専業ですか，兼業ですか。
一一一～一一 ぷ日. 計（名） 構成比紛
＠専 業 9 66 52.3 ＠専業 52.3 % 
＠兼 業 8 80 47.7 
＠兼業 47.7領
回 答 者 1,8 46 100.0 
0あ左た自身昨年1年聞に何日間配置販売K従事されましたか。
一一一一一一一一 メ口:. 言十 （名〉 構成比（¢）
④ 0日 38 2.1 
＠ 1～9 9 506 28.0 。1 0 0～1 4 9 363 2D.O 
＠ 1 5 0～1 9 9 410 23.0 
＠ 200～2 4 9 355 19.6 
＠ 250～2 9 9 125 6.9 
① 3 0 0以上 8 0.4 
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O;b念たは年何回まわりですか。
ft 言十 （名） 構成比栃）
年1固まわり 219 11.9 
2 1,5 33 82.9 
3 92 4.9 
4 6 0.3 
その取引条件十てついて加えば，まず，販売条件としては，回商の都度，現金にて回収するもの
が殆んどだが，一部には，売掛金（「掛付」ともし司われる）も見受けられる。通常には1割程度
と凶われる。売掛金の回収は次の回言語の時期まで延期される。
次(re，仕入条件としては，通常製造業者から直接仕入れるものが主体であるが，その場合，個
々の業者の信用状況によりまちまちであるが，商品の滞留期間が長い事もあり買掛金と友る互認が
多いとされている。また，手形も一部にはみられる。 （注 某大手メーカー談では約10労程度
あるという。）支払債務のサイドとしては通常 30～12 0日程度とされ，また，新規業者等に
ついては， 1年～2年間と長期に亘るものも散見される。
(2）地域的分布
当県の配置家庭薬販売業の従事者数は， 42年度末で，販売業者（帳主） 5, 6 3 5人，従業員
（補助員） 2, 9 9 6人，合計8,6 3 1人と在って凶る。
とれの分布状況を市町村方！JVてみると，販売業者数では，富山市が2.29 0人で全体の 40. 6 'I>
を占めて最も多〈，滑川市が 92 7人（ 1 6.5係），新湊市が73 7人（1 3.1 %），上市町
4 9 1人（8. 7 % ），高岡市20 9人（3. 7 % ），立山町 11 3人（2. 0 % ）等となっている。
とれをさらに市郡別にみると，裏山市をはじめとして市都が76. 6婦と全体の4分の3を占める
に対し，郡部は中新川郡の 11. 1婦を除いては，どくわずかにとどまっている。しかし，最近の
動向としては，富山旧市内より，上市，水橋，岩瀬，浜黒崎，小杉，東砺波地域等の郡部への動
きが強（ 1.i: D，農業の副業として増加傾向を示して凶る。 （第 15表参照）
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第 15表 市町村別選薬品配置販売従事者数
〈実人員〉
ト~l扇 4 2 年 4 1年業者補助員 言十 国反売業者 補助員 言十
富 山 市I229 o 1,10 7 3,39 7 2,338 1,2 0 5 3,54 3 
I笥 岡 市＇ 20 9 99 30 8 213 93 306 
新 湊 市 737 318 1,0 5 5 746 348 1,0 9 4 
魚 津 市i 63 43 106 72 50 122 
氷 見 市｜ 16 29 45 15 29 44 
滑 ｝｜！ 市！ 927 534 1,461 946 54 4 1,4 9 0 
黒 音日 市 25 19 44 24 2 1 45 
砺 波 市 40 .I 21 61 30 29 59 
小矢部市； 7 5 12 7 3 10 
大沢野町｜ 44 ! 26 70 44 29 73 
大 山 町 t 8 11 19 12 10 22 
舟 橋 村！ 24 12 36 27 14 41 
上 市 町 4911 346 837 516 358 874 
立 山 町 11 3 75 188 11 5 72 187 
宇奈月町
入 善 町l 6 15 9 8 1 7 
朝 日 町
八 尾 町 37・ 22 59 39 25 64 
事詩 中 町 51 39 90 53 44 97 
山 田 村
細 入 村
／］、 杉 町 180 I 97 277 180 107 287 
大 門 町 1551 88 243 16 5 102 267 
下 村 111 39 150 112 46 158 
大 島 キオ 67 30 97 69 34 103 
城 端 町
平 村
上 平 村
末リ 賀 村 21 20 41 23 18 4 1 
庄 } 1 町
l 井 波 町
村
福野 町
福 光 町｝ 10 10 20 15 15 30 
福 問 町
計 5,63 5 2,99 6 8,6 31 5,7 7 0 3,20 4 8,9 7 4 
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市 9 町 17 村 9
差引増減＇ c実人員）
日閉業考 補助員 言十
ム 48 ム 98 ム146
ム 4 6 2 
ム 9 ム 30 ム 39
6 9 ム 7 ム 16 
1 1 
6 19 ム 10 ム 19
1 ム 2 ム 1 
10 ム 8 2 
2 2 
ム 3 ム 3 
ム 4 1 !¥ 3 
ム 3 ム 2 ム 5 
ム 25 6 12 ム 37
ム 2 3 1 
ム 2 ム 2 
ム 2 ム 3 ム 5 
ム 2 ム 5 ム 7 
ム 10 ム 10
ム 10 ム 14 ム 24
ム 1 ム 7 ム 8 
6 2 ム 4 ム 6 
ム 2 2 。
ム 5 ム 5 ム 10
ム135 ム208 ム343
注 （富山県薬務課調）
以前は東より西へといわれたが近年では，特定地問だけでを〈全県的に広がりつつあるといえ
るようだ。
また，経済立地上よりみれば，富山市を中心にして周辺部の滑川，水橋，浜黒崎，岩瀬，和合
，海老江等の海岸治線十て多〈分布し，つ凶で高岡，中田，小杉等の内陸方面K多〈分布するとい
える。
つぎに，配置業者の出先を都道府県男！JVてみれば，最も多いのが，北海道の 59 0人，これにつ
づいて新潟県の 56 1人，富山県の 45 6人，福島県35 2人，長野県 31 7人，東京都31 2 
人，秋田県30 1人，埼玉県29 2人，石川県28 3人，山形県26 4人等のJ願(re.＇！.＜： っている。
とれをさらに，従業者（補助員）についてみると，北海道を第1位として，新潟県，東京都，福
島県，静岡県，茨城県の順になって凶る。販売業者と従業者の出先を比較してみると，特に東京
都，静岡県，茨城県，愛知県等十てないては，従業員数が多〈在っているが，とれは規模的K大き
目業者が多いためと思われる。友会，出先別の第16衰の数字は延人数で記してあるoとれは 1
業者で数県配置する業者もあるからである。
第16表 医薬品配置販売．従事者数 富山県
証話 4 2年 4 1年 差引増減見附諜者補助員 言十 販売業者 補助員 言十 見賎業者 補助員 言十
全（実数） 国 5,6 35 2,9 9 6 8,6 31 5,7 70 3,20 4 774 ム135 ム208 ム343
1北海道 590 390 98 0 619 366 935 ム 29 24 ム 5 
2 青 森 225 113 338 228 13 3 361 ム 3 6 20 ム 23
3 岩 手 2 41 140 381 242 152 394 ど三 1 ム 12 ム 13
4 宮 城 212 150 362 214 15 7 371 ム 2 ム 7 ム 9 
5 秋 国 301 167 468 311 173 484 ム 10 ム 6 6 16 
6 山 形 264 15 7 421 362 105 427 2 ム 8 ム 6 
7 福 島 352 206 558 349 215 564 3 ム 9 ム 6 
8 茨 城 256 169 425 253 175 428 3 u 6 ム 3 
9 栃 木 221 127 34 8 213 13 8 351 8 ム 11 ム 3 
10 群 ，罵 244 129 373 246 135 381 ム 2 ム 6 ム 8 
11 埼 玉 292 160 452 290 190 480 2 ム 20 ム 28
12 千 葉 2 61 135 396 266 145 411 ム S ム 10 ム
13 東 京 312 224 536 3 32 24 9 581 ム 20 ム 25 ム 45
14 神奈川 200 131 331 197 121 318 3 10 13 
15 新 潟 561 228 78 9 557 257 814 4 ム 29 ム 25
16 富 はj 456 122 578 470 12 2 592 ム 14 ム 14
17 石 ) 1 283 101 384 297 110 40 7 ム 14 ム 9 ム 23
18 福 井 197 53 250 200 54 254 ム 3 ム 1 ム 4 
19 山 梨 113 46 159 110 53 160 3 ム 1 ム 1 
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20 長 野 118 435 311 126 437 1ム 8 ム 2 
21 岐 阜 248 149 39 7 259 155 414 ム 11ム 6 ム 17
22 静 同 245 1 71 416 245 175 420 ム 4 ム 4 
23 愛 知 2 24 163 387 226 18 6 412 ム 2ム 23 ム 25
24 重 84 28 112 78 39 11 7 6ム 11 ム 5 
25 滋 賀 65 25 90 67 27 94 ム 2ム 2 ム 4 
26 京 者日 91 47 138 96 44 140 ム 5 3 6 2 
27 大 阪 109 73 182 119 80 199 ム 10ム 7 ム 17 
28 兵 庫 16 1 85 246 163 99 262 ム 2ム 14 ム 16
29 乏可丈之 良 18 2 20 17 3 20 1ム 1 
30 和歌山 69 33 102 74 34 108 ム 5ム 1 ム 6 
31 ，烏 取 44 1s・ 62 43 17 60 l 1 2 
32 島 根 86 43 129 91 47 138 6 5ム 4 ム 9 
33 i司 山 88 40 12 8 90 46 136 ム 2ム 6 ム 8 
34 広 島 200 82 282 18 6 101 287 14 ム 19 ム 5 
35 山 口 142 66 208 15 0 74 224 ム 8 6 8 ム 16
36 徳 島 36 15 51 35 17 52 1ム 2 ム 1 
37 呑 J.1 21 14 35 17 16 33 4 6 2 2 
38 愛 媛 99 45 14 4 10 5 50 155 ど1 6 6 5 ム 11
39 信3 知 63 33 101 67 36 103 ム 4 2 ム 2 
躍。 福 岡 86 39 125 89 43 132 ム 3 6 4 ム 7 
地1 佐 賀 41 18 59 39 18 57 2 2 
42 長 崎 69 32 101 75 34 109 ム 6ム 2 ム 8 
~3 貧民 本 10 9 72 181 116 74 190 ム 7ム 2 ム 9 
44 大 分 88 40 128 70 47 137 ム 2ム 7 ム 9 
45 宮 崎 90 46 13 6 87 53 140 3ム 7 ム 4 
46 鹿児島 13 5 12 197 141 63 204 ム 6ム 1 ム 7 
言十 延 数 8,60 9 4,512 1 3,1 21 8,732 4,8 11 13,543 Iム123 ム299 422 
つぎに，全面配置販売業界vc:t~ける分布状況をみると各都道府県が許可した全圃配置業者数は，
富山県薬業連合会調べによれば， 42年末現在，販売業者 19, 7 4 0名，配置従事者数20, 0 72 
名となっている。
これに対するさ当県の構成比を示ナと，販売業者数では8,7 3 2名で43.6仇販売従事者数で
は＇ 1 3, 1 2 1名で65. 6婦と在っている。他県の割合につ＼／＇＞て，その延人数が不明であり算出
はでき念いが，やや古＼／＇＞資料となるが，薬業連合会詞べによる第 17表が参考になろう。
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第 17表 配置販売業配置員比較（紹和 39年度全圏比）
48係
23係
20係
??
5% 4する
滋一五1石一賀 注 （富山県薬業連合会調）
(3）市場の状況
全国の世帯数は， 40年現在 24.1 0 3, 8 6 7戸と念っている。 傍 18表）
とれを当県の販売業者で除し， 1業者当りの配置所帯数を算出すると 2,7 6 0戸となるが，現
実Vては未配置戸数も相当あり，実際には，か左り下まわるものとみられている。
商業組合の実態調査Kよれば，販売業者 1名当りの配置懸場戸数は約 1,60 2戸とされて：！≫ I) ' 
また，実例を通してみれば，専業であればl,5 0 0戸内外が普通のようであり. 2, 0 0 0戸以上
もつものも，かなり見受けられる。
第18表 ブロック別配置従事者〈業者） 1人当り配鐘世帯数調
目ご (4の ( 4l) 置（4従9業金者~推配 (41）富山県 (41）富山県 1人当り配置世帯数世帯数 貸主措置版 自己置販売業 従事者延 ~ ~ ~ ~E （心 売業者数但） 定延ハ晶（0)者数 (D) 人員 (E) 
北海道 1,263,846 936 1,66 5 619 985 1,350 759 2,04 1 1,283 
東 ヰ七 1,988,370 2,420 3 895 1,606 2,601 822 510 1,238 764 
関 東 6,732,601 3,834 5,574 1,797 2,950 1,756 1,208 3,746 2,282 
中 部 2,968,419 4,950 6,fi 0 2,675 3,910 802 605 1,483 1ρ15 
近 畿 4,395,467 3478 4,673 614 940 1,264 941 7,150 4,676 
中 国 1,738, 809 1,549 2, 700 560 845 1,122 644 3,10.5 2,058 
四 団 1,003,421 843 1,384 224 343 1,120 725 4,419 2,925 
九 列i 3,012,934 2,211 3 8:W 637 969 1,363 785 4,779 
言十 24,103,867 20,221 30,288 8,732 13,543 1,192 796 2,760 1,780 
i注 （富山県薬務課調）
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つぎに，フ・ロ yク別に当県の販売業者をみると， 1配置業者当りの世帯数が比較的にす（ 1,t ¥/:I 
地方，つまり業者数が比較的多い地方としては，東北，中部，北海道があげられ，第 18表上で
は， 1人当bは，大体 1.2 0 0～2,0 0 0世帯と宏っている＠また， 1配置業者当りの世帯数が
比較的多い地方，つまり業者数がす＜ 1,t V>地方としては，近畿，九州，四国，調東，中園となっ
てbり， 1人当りは大体， 3,70 0～7, 0 0 ( 7, 0 0 0戸と在る）戸となっている。
また，年次別の推移をみると第 21表のよう ('C1,tる。とれによれば， 37年を 10 0とした場
合，平均 2L4 %減と在ってV>るが，特に九州では 32. 9 %減を示めし，続いて近畿，関東，印
画，中国等のJ瞭と在ってし司る。
第 19表 人口〈世帯）構成比および配置従事者（業者〉構成比
弘三人制
世帯構支比 (41）全国 (41）配置従事者延人員 摘 要
(4の (40) 配置販売業者配置従事者 全国推定｜富山県
北 海 道 5.2 5.2 4.6 2.5 5.5 7.3 
東 北 9.3 8.3 12.0 3.2 12.9 19.2 
関 東 2 6.7 27.9 19.0 7.1 18.4 21.8 
中 音E 1 7.6 16.5 2 4.5 4 9.6 21. 7 2 8.9 
近 畿 1 7.6 18.2 17.2 2 3.3 1 5.4 6.9 
中 国 7.0 7.2 7.7 3.8 8.9 6.2 
四 国 4.0 4.2 4.1 1.5 4.6 2.5 
九 州 12.6 12.5 1 0.9 9.1 12.6 7.2 
言十 10 o.o 100.0 100.0 10 0町O 10 0.0 10 o.o 
人員数（世帯粉SS,274,861 24,103,876 20,221 20,033 30,288 13,543 
注 （富山県薬務課調）
同じくブロ yク別K，全国業者をみると， 1販売業者1人当bの平均世帯数以下のブロック，
つま b業者が多いフ’ロ yクとしては，中部，東北，中圃とをつてidJ，また，平均世帯数以上の
プロック，つiD業者のすくな凶フ’ロ yクとしては，関東，北海道，九州，近畿等があげられる。
一般的には，当県の場合は，北海道，東北等の東日本K業者が多〈出むいてなb，また最近の
変わった動向としては．農村部よ b都会地への集中傾向を示しつつあるといわれている。その理
由としては，都会地では医療機関が充実しているとは凶え，配置家庭菜は，最近品質の向上もめ
ざまし〈，また，手軽に使用できるとともあタ服用率が高いとされている。
(4）企業規模
昭和42年末では，配置販売業者（帳え）は， 5,63 5人（構成比 65. 3 % ) ('C対し，従業員
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（補助員）は， 2,9 9 6人で34. 7婦を占めるV亡すぎ念い。かなりの業者が補助員念しで廻って
いるといえる。その実態をみよう。第 22表代よれば，自立経営の 1人親方は， 4,3 1 4名で全
体の 72.4φを占め，つぎに 2人廻りの規模は， 1,o~ 9 6人で18. 4 %と在っている。この層に
は家族参加のものが多出から，前者と同一性格のものも多Viと思われ，両者あわせて 90.8 %と
大部分を占めるととK走る。さらに4人以下を合算すると， 99. 0 %と友れかなり零細業者が
集中しているといえるようだ。
また，従業員（補助員）の男女別Vてついては，商業組合の実態謝査Uてよれば，男子95%，女
子 5労と，製造業とは逆K，男子が圧倒的に多い。
また，販売業では兼業するものが多M とされるが，百筆業組合の実態調査によれば，専業が52.3
%，兼業するものが47. 7 %である。兼業するものは1～2名の規模K多いと推定される。特に
兼業者は，農家の補充目的のため従事するものが大半を占めると予想、されている。これが市部よ
b君陪Eへ流れる原因と在っていると思われる。
最近の販売業の動きとしては，入手不足の時代の関係もあり，今までの2人廻りや3人廻りょ
b好収益の場所へ転換をはかり， l人組bへ変更するというものや，あるいは，補助負が独立す
るものが増加してなり，ぞれと同時に，自立と補助員を兼ねるよう念場合が増加して凶る。零細
化傾向，ナオEわち懸場の細分化傾向を示しているとされている。
(5）懸場 I辰
薬業連合会では．懸場帳とは「営業上売上帳としてみるべきものであって人名勘定である。県
都市町村別K区別し，その町村内忙ないて回商しやすい道！慣に速記し，見出しをつけるとよい。
各得意先の屋号，預け袋，箱等の識別状の記録を付す。懸場帳は営業上の商品を各得意先陀分散
配置してある実態を記録した重要左帳簿であるから，常に大切K取扱わ友ければならない。 Jと
して凶る。 （「家庭菜読本Jp 18 8) 
だが業界では単在る帳場と見倣さな〈懸場帳，す衣わち，配置区域＋財産と解釈して辛子b，売
翼の対象とも友っている。
懸場の治革は，当業界の創業の治革と同様で当初よタ取引方法が，すべて前に述べた如〈の懸
売方式で今日K至っている。別名「歩帳」ともいわれ，預託の相手方1軒 1車干の住所，氏名，年
月日，預託した配置ー薬品の種類，必よび数量，加えて，新旧の薬品の更新の年月日，服用高，代
金領収額等の移動を明確かつ明細に示したものが懸場帳といえる。
懸場l燥の財産価値は，需要家に預託した商品（在庫高）と，需妥家に対する掛付け（売掛金）
にくわえ，今後維持して営業しうるものとしてのノレン代（営業権）の混合体であるといえる。
理ま揚帳の売買は，極めて複雑で最大の基準は集金率であb，その他配置場所，戸数，密集度，
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配置薬品の多寡，値引き等の取引条件の優劣をかんあんして決定する。 ζの他K，特K大手メー
カーであるK社、の薬を扱つてなれば，通常は 20%程度は高〈友ると加われる左どの特殊要因が
加わる場合もある。また，売買K際しては通常額面（年間売上高）の何文というととによって表
現される。たとえば， 10 0万円の帳面を 15文で売る場合は. 1 5 0万円と在る。最近の売買
の平均は 15文（15 0係）とV>われ， i寄V>ものとしては，山形呆下の懸場で24文という取引
き事例もでている。
懸場が追加拡張された地域を”新懸”といい，他人の懸場K配置することを”重置”（2重版
置のこと）と凶っている。最近は都市開発等で団地，アパートの増加もあb，新懸は盛んである。
重置については， 2～3業者の重置は通常であり，先だって行左われた北海道の市場調査等ーによ
れば， 15業者の重置もみられる。
富山県下業界では約 8,00 0の懸場と，約1千万前後の懸場戸数があると推定され，全国を殆． 
んどカパーしてなり，それを評価すると 17 0～1 8 0億円Kものぼると推定されている。
j腎場帳の流れについては，過去にむいては凶作等を考えて， 北の懸場を扱っていたら南の懸
場も一緒に”が常識化してM たが，近年では，新農薬の進出で凶作が少を〈在ったととや，経費
の節減もあり，集中化傾向（交換分合といわれる）が進んでいる。
近年の特徴として，放置された不廻り得意が多〈在っている。入手不足K加えて売上げの大き
加ものを集中的に廻り，新薬投入をはかり，増収を行左う傾向が強会っているためである。
懸場帳の取引きの実態についてふれると，現在県下で24名，仲人の許可を得て懸場帳売買の
あっせん業として登録している。
とれらの殆んどは，不動産の売買人もかねている。懸j揚場の売買は，これらの仲人が鑑定し，
適当左取号｜き価格を定め，売買両人の合意点0'.:i≫V>て売買を行左う。手付け金，残し金，違約金
の慣習は他の取引きの場合を同一である。残し金とは，懸場l慌を保証する意味でーデ走期閣，一部
金額を未払V＞ にして ;J;~ くもので，通常は 1 0 %前後が慣例のようだ。懸場帳の会計処理につMて
は， ［商品勘定J＋「売掛金勘定J＋「営業権勘定Jの混合体とみ左されるが，一般的Vては金額
が少額の場合には商品勘定にて処理され，大き V＞場合にはそれぞれ分離され計上されてM るよう
である。
特に営業権につV>ては，償却処理を行なうものも散見される。
(6）販売の動向
売上高につ同ては，呆庁，薬業連合会忙な凶ても，業界の秘密主義のためにつかめてV>~V>o
ただ，業者数，生産額等によb販売高は 13 0億円前後と推定している。
また，需要の動きとしては，全国の家庭菜需要白体は，全般的に急激友変化をみせてい左〈，
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ほほ安定してなり，とこ数年大き左動きはみられ友：い。
ただ近年は従来配置してw友かった新薬品，特Kビタミン剤友どの高貴薬が増加の傾向をみせ
てbb，伸長要因と左っている。
をた，都市開発で新開地や団地，アパートの増加もあり新懸けも盛んで伸長要因となってし司る
が，入手不足等もあり不回り得意、も増加してなり，全体的Kは家庭薬需要は，ほほ限界とし司う見
方も強〈みられる。
労働事情Kついてみると，最近は近代化への努力は左されているとはいうものの，徒弟制度的
色彩が濃厚であり，給与体系も事業主により統ーを欠き，平均値は困難。やや古いが40年の推
定給与としては，新中卒見習いで交通費，宿料等旅先経費は事業主負担で月額 12千円程度， 20
～2 5オでは， 20～25千円程度， 25～3 0オ以上では， 30千円前後，その他に宿泊費1
日70 0～1,0 0 0円を加算すると 33～6 0千円以上が事業主負担とされて凶る。補助員の賃
金は割としては悪〈は念いようだが，行商であり疲労度が多何事，将来の独立。保障の問題，業
界では努力没されて V>るとは加え，健康保険や退職金制度が不完備と V>った煮もあ九なり手が
少念〈友りつつあるといわれている。
(7）経営動向
薬業連合会は先頃（4 3年1月），配置販売業の損益計算事例という興味ある資料を明らか陀
した。 ζれKより，その内容Kついて触れれば次のように在る。
懸場戸数1,50 0戸， 1日回商 15戸，控除戸数10 %，回商実日数22 2日，滞在日数250 
日，年2度回b，白行商（1人親方〉の例を取b上げているが，とれKよれば，値引きがOから
3割前後とし，商品仕入原価は28%，亘IJ資材が5%前後，交換薬損が 1.5～2%，とれにより
売上総利益は52. 3～6 7.1 %としている。また宿泊費を 80 0円，昼食費 15 0円とした場合
必要経費は22.8～40.75%, したがい差引純利益は 12.2～4 4.3係と在ってV>る。
上記数字より明らか左如〈，個人差が大きい事が明らかにをろう。
参考までにさきにのべた損益計算事例 36例のうち 1例を掲せる。
第20表
科 目 摘 安 3ハZ、－ 額 比率%
1. 総収入額 （正価換算額〉 1,6 2 5,0 0 0 
純売上高 定価× 0.8(2割号｜〉 1,30 0,0 0 0 10 0労
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2. 売 上 原 イ面 528,0 00 40.6 
ィ商品仕入原価 定価x0.28 45 5,0 0 0 35 
ロ副 資 材 箱250円×750戸 ÷5年償却＝ 37,500 3 7,50 0 2.9 
厚袋7円× 750戸＝ 5,250 5,2 50 0.4 
差袋5円x1,5 00戸＝7,500 7,50 0 0.6 
ノ、交 換 薬 損 仕入× 0.1X0.5 （半額損） 22,7 5 0 1.7 
3. 売上総利益 1 - 2 7 72,0 0 0 59.4 
4. 必 要 経 費 425,50 0 32.7 
イ宿 泊 資 800円× 250日 200,00 0 1 5.4 
ロ中 食 費 120円× 250日 3 7,5 0 0 2.9 
ハ荷 造 運 賃 含保存箱 16,00 0 1.2 
エ旅費交通 費 汽車賃費3,000円×：ヵ回月 その他交通 1,0 00円× 必茶弁当 20,00 0 1.5 
ホ修繕消耗品費 単車3年償却，ガソリン代，自転車，鞄， 50,00 0 3.8 服装等
へ文具通信費 7,00 0 0.5 
ト広告宣伝費 風船，絵紙，年賀状等 16,0 0 0 1.2 
チ交 際 費 得意先bよび同業 12,0 0 0 0.9 
1）支 払 利 息 懸場帳資金借入 仕入×元× 0.1（年利） 11,00 0 0.9 
ヌ公 租 ノ.t＇」、， 謀 部会費，組合資，手数料等 17,00 0 1.4 
ル雑 費 13.0 0 0 1 
ア貸 伊l f員 2 6,0 0 0 2 
5. 差引純利益 3 - 4 346,500 2 6.7 
（紛業界の組級
当泉業界の組織は別図のと.i'-.!Jである。業界の統合，上音機構として「富山県薬業連合会Jが
ある。とれの関連ナる傘下団体として，富山県薬業教育振興会，富山県家庭薬宣伝協会，富山県
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配置家庭菜商業協同組合，富山県配置家庭薬傷害共鴇会，富山県医薬品貿易協同組合，都度府県
部会連合会，等々がある。
富山県薬業連合会は，昭和27年7月K富山県の薬業の円満なる協調と発展をはかる目的で製
薬業者団体の富山県薬業会と配置販売業者団体の寓山県家庭菜協同組合が合併し，誕生したもの
である。
その事業活動としては，次の通りである。
1. 情報の交換なよび関係方面への具申，答申。
2. 薬剤，振興，技術，経営，交易，金融，宣伝，教育，統計十て関する事業安らびK指導，研究。
3. 官庁に対する，認，許可申請K関する手続，斡旋。
4. 医薬品の製造，友らびに配置販売の経営の合理化bよび業者商行為の調整指導のための諸
施策，傷害共済制支の確立。
5. その他業界発展K関する諸施策。
さらに同会Kは，組織研究委員会，企業対策委員会，税対策委員会，金融委員会，医薬品生産
委員会，家庭薬生産委員会，配置委員会，協業化推進委員会友ど各種専門委員会が組織されてb
b，業界当面の問題を調査研究し，あるいは検討を加えて，業界の方針友り態度を決定している。
（昭和44年9月30日記）
第 21表 年次別，ブロック別，医薬品配置販売従事者数
句：と 3 7 38 3 9 従事者数構成すう勢 従事者数構成すう勢 従事者数構成すう勢
北海道 1,1 9 9 6.9 10 o.o 1,0 5 4 7.0 8 7.9 1,0 9 4 7.5 91.2 
東 北 3,0 71 1 7,8 1 0 .0 2,8 1 3 18. 7 9 1.6 2,7 14 18. 6 8 8.4 
調 東 3,9 9 0 2 3.2 100.0 3,2 9 2 2 1.9 8 2.5 3曙17 7 2 1.9 7 9.6 
中 音1日 4,7 3 7 2 7.5 1 0 o.o 4,2 6 6 2 8.4 9 0.0 4,12 0 2 8.3 8 7.0 
近 畿 1,2 9 7 7.5 100.0 1,0 6 1 7.0 8 1.8 1,0 4 0 7.2 8 0.2 
中 函 1,0 5 2 6.1 1 00.0 9 7 1 6.5 92. 3 903 6.2 8 5.8 
四 国 442 2.6 10 0. 0 400 2.7 9 0.5 38 6 2.7 8 7.3 
九 リ、Ii 1.4 4 4 8.4 10 0.0 1,16 7 7.8 8 0.8 1,104 7.6 8 6.5 
計 1 7,2 3 2 10 o.o 10 0.0 15,0 2 4 10 0.0 8 7.2 1 4,5 3 8 1 00.0 8 4.4 
4 0 4 1 
従事者数 構成 すう勢 従事者数 構成 すう勢 l
1,0 0 4 7.2 8 3.7 98 5 7.3 8 2.2 
2,6 4 1 1 9.0 8 6.0 2,6 0 1 1 9.2 8 4.7 
3,03 2 21.8 76.0 2,9 5 0 21.8 7 3.9 
3,98 7 2 8.6 84.2 3,91 0 28. 9 8 2.5 
993 7.1 7 6.6 94 0 6.9 7 2.5 
881 6.3 83.7 8 4 5 6.2 8 0.3 
358 2.6 8 1.0 343 2.5 7 7.6 
1,0 3 5 7.4 7 1. 7 9 6 9 7.2 6 7.1 
13, 9 31 1 0 o.o 8 0.8 13.54 3 100.0 7 8.6 
注 （富山県薬務課調）
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富山県薬業界の組織
紹和40年 11月現在
日本製薬団体連合会一「 I I r一製造業者
｜ ｜社団 I I 
ト｜法人富山県薬業連合会｜一十販売業者
全国配置家庭薬協議会＿I ro 内々 n ヨ，.，..、 ト協同組合
官山県配置家庭菜商業組合
cs. 3 8.1 2.設立）
組合員 6,4 0 5人犠者数）
S.3 9. 1.現在
（中小企業団体の組織K掬する法認可）
寓山県配置家庭菜教育振興会
富山県配置家庭薬傷害共済会
」富山県医薬品協同組合
広貫堂家庭薬協同組合
一滑川地区配置家庭薬協同組合
第一葉品工業家庭菜協同組合
富山家庭薬配置協同組合
水橋家庭協同組合
一共栄薬業協同組合
富山県上市家庭菜協同組合
射水売薬協同組合
富山県射北家庭薬協同組合
富山県中部薬業協同組合
高岡家庭菜商業協同組合
新々家庭薬協同組合
富山北部薬業協同組合
一宝昌家庭薬協同組合
新湊家庭薬協同組合
第一薬品配置家庭菜協同組合
富山県家庭薬宣伝協会 t製造業者 14 7 
cs. 3 0. 3.設立） ト宮山県配置家庭薬商業組合
し都道府県部会
富山県医薬品貿易協同組合 ι家庭菜製造業者26社
(S . 3 3.1 2.設立） 2 9社 L原料薬製造業者 3社
富山県部会連合会
←崎50ーー
［富山県家庭薬製造業者
都道府県部会
（県薬務課調べ）
????????????????
?????
編
??????
????
???
????????????
?
崎
夫
イ圭
??????????
??
??? ?? 、
?
???

